
1

整数と小数

11　5　　2　6　　3　1　　4　3
25　5　　6　6　　7　1　　8　3　　9　0.6　　0　0.01　　Q　0.003
1　右　　2　472.1　　3　4721　　4　左　　5　4.721　　6　0.4721

1㋐　5　　㋑　4　　㋒　3　　㋓　2　　
　㋔　1
2㋐　2　　㋑　0　　㋒　1　　㋓　3　
　㋔　5

2　10     * 2 = 20
　　 1     * 0 =  0
　　 0.1   * 1 =  0.1
　　 0.01  * 3 =  0.03
　   0.001 * 5 =  0.005 

  あわせて　20.135
1　>　　2　<　　3　> 3　27.4 - 4 = 23.4

　なので、27 > 23.4
　だから、27 > 27.4 - 4

1　8こ　　2　402こ　　3　3600こ 3　
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1㋐　24.7　　㋑　247 ㋒　2470
2㋐　86.3　　㋑　8.63　　㋒　0.863

1㋐　10倍　　㋑　100倍　　㋒　1000倍

2㋐　10
1  ㋑　100

1  ㋒　1000
1

1　41.3　　2　57300 3　381
4　6.59　　5　0.07164　　6　0.138

1

2

まちがえた問題をもう1回やってみよう。

1　3　　2　0.001

1㋐　7　　㋑　0　　㋒　5
2㋐　3　　㋑　2　　㋒　4　　㋓　8

　

1　100
1  の位の数字は 3です。

2　「5」は、0.001 1000
1  が 5こあることを表

しています。
1　3015こ　　2　20000こ 1　 

2　 

1　1000倍　　2　100000倍　　
3　100倍

小数や整数を 10倍、100倍、1000倍、…すると、
位は、それぞれ 1けた、2けた、3けた、…ずつ
上がります。
小数点は、それぞれ右に 1けた、2けた、3けた、
…うつります。

1　0.032　　2　0.032　　3　0.032
　   　32.　　　　  3200.　　　　3.2

1　10
1 　　2　1000

1 　　3　100
1 4と反対に、小数や整数を 10

1 、 100
1 、 1000

1 、

…にすると、位は、それぞれ 1けた、2けた、3け
た、…ずつ下がります。
小数点は、それぞれ左に 1けた、2けた、3けた、
…うつります。

1　86.4　　2　    86.4　　3　  86.4
　　8.64　　　　 0.0864　　　　 0.864

1　72.9　　2　430　　3　0.106　
4　0.0528

1　7.29→ 72.9　　　 2　4.3　→ 430
小数点が右に 1けたうつる。　　　  右に 2けたうつる。

3　1.06→ 0.106　　　4　5.28→ 0.0528
小数点が左に 1けたうつる。　　　  左に 2けたうつる。
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1　423  　　2　380　　
3　8250 　　4　67.59　　
5　0.074　　6　0.01286

1　97.541　　2　49.751

1　大きい数字を、上の位に置くと、大きな数がで
きます。

2　50より大きく、50にいちばん近い数は、
　51.479 十の位に5、以下小さい順に置く。

　　50より小さく、50にいちばん近い数は、
　49.751 十の位に4、以下大きい順に置く。

　　この 2つの数のうち、50との差が小さい数が
　答えになります。

1　2.468　　2　8.642 8とちがい、小数点のカードもある問題です。
1　小さい数をつくるには、小数点のカードをなる
べく上の位に置きます。いちばん上の位には置け
ないので、左から 2番めに置きます。

　　 . 　あとは、小さい数字から順に左か
ら置きます。

2　8 . 　あとは、大きい数字から順に左か
ら置きます。

直方体や立方体の体積

1　3、3　　2　2、2
1　3、5、2、30　　2　4、4、4、64
1　3　　2　5　　3　2　　4　24　　5　40　　6　64

1　54 cm$　　2　64 cm$ 1　1 cm$の立方体が、1だんめに 3 * 6（こ）なら
び、これが 3だんあるので、全部の数は、

　3 * 6 * 3 = 54（こ）で、54 cm$
1　2 cm$　　2　2 cm$ 1　たてが 1 cm、横が 1 cm、高さが 0.5 cmの直

方体を2つ合わせると、1 cm$の立方体になります。
2　全部で 1 cm$の立方体が 2こ分です。

1　96 cm$    　　2　180 cm$
3　343 cm$   　　4　90000 cm$
5　200000 cm$　　6　960000 cm$

4　1 m = 100 cmなので、
　　100 * 30 * 30 = 90000（cm$）
6　2 m = 200 cmなので、
　　60 * 200 * 80 = 960000（cm$）

1　84 cm$　　2　1790 cm$ 1　（例 1）下の図のように、前と後ろの 2つの直
方体に分けると、
　　4 * 6 * 3 + 2 * 2 * 3 = 84（cm$）

7

8

8

9 9
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3 3 長さの単位をそろえて、次の公式を使おう。
直方体の体積=たて*横*高さ
立方体の体積= 1辺* 1辺* 1辺

4 4
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4 について、別の方法で求
めてみよう。

　　（例 2）下の図のように、左と右の 2つの直方
体に分けると、
　　4 * 4 * 3 + 6 * 2 * 3 = 84（cm$）

2　（例）大きな直方体からへこんだところをひくと、
　　10 * 20 * 10 - 10 * 7 * 3 = 1790（cm$）

11　3　　2　3　　3　3　　4　27　　5　27
26　2　　7　6　　8　4　　9　48　　0　48
1　100　　2　100　　3　100　　4　100　　5　100　　6　100　　7　1000000
8　1000000
1　30　　2　50　　3　20　　4　30　　5　50　　6　20　　7　30000　　8　30000
9　30　　0　30

1　144 m$　　2　125 m$　　3　96 m$

1　6 * 4 * 6 = 144（m$）
2　5 * 5 * 5 = 125（m$）
3　4 * 8 * 3 = 96（m$）

1　1000000　　2　20000000
3　4      　　4　6

1　

2　20 m$は、
　　1000000 * 20 = 20000000（cm$）
3　4000000 cm$は、
　　4000000 / 1000000 = 4（m$）

1　たて…20 cm　　横…50 cm　
　　深さ…40 cm
2　40000 cm$
3　40 l

1　内のりは、
　　たて　24 - 2 * 2 = 20（cm）
　　横　　54 - 2 * 2 = 50（cm）
　　深さ　42 - 2 = 40（cm）
2　20 * 50 * 40 = 40000（cm$）
3　40000 cm$は、
　　40000 / 1000 = 40（l）

8ページ
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9ページ
1 1 次の公式を使おう。

直方体の体積=たて*横*高さ
立方体の体積=1辺*1辺*1辺

2 2  1 m$=1000000 cm$

3 3
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1　1000　　2　8　　
3　1   　　4　1000

1　

1　1　　2　100　　3　1　
4　1　　5　1  　　6　1

2　8000 cm$は、
　　8000 / 1000 = 8（l）
3　1 l = 1000 ml、1 l = 1000 cm$なので、
　1000 ml = 1000 cm$になります。
　　1 ml = 1 cm$です。
4　1 m$ = 1000000 cm$、1 l = 1000 cm$
　なので、1 m$は、
　　1000000 / 1000 = 1000（l）
6　1 m$ = 1000 l、1000 l = 1 kl

単位に関する問題は、子どもにとって抵抗が大きいものです。1mのものさしやテープなどを使っ
て1m$の大きさを作らせるなどすると、イメージがわくでしょう。容積では、内のりを調べるとき、縦、横には厚さが2
か所、深さには厚さが1か所含まれていることを見落としがちなので注意させましょう。

2  4  5をもう一度おさらいしておこう。

1　20こ分
2　20 cm$
1㋐　たて　　㋑　横　　　㋒　高さ
2㋐　1辺　　㋑　1辺　　㋒　1辺
1　1000000　　2　7
3　1000   　　4　500
　

1　1だんめに、2 * 5（こ）ならび、2だんあるので、
全部の数は、2 * 5 * 2 = 20（こ）

2　7000000 cm$は、
　　7000000 / 1000000 = 7（m$）
4　

1　式　12 * 12 * 12 = 1728
 答え　1728 cm$
2　式　6 * 8 * 4 = 192 答え　192 m$
3　式　100 * 30 * 120 = 360000
 答え　360000 cm$
4　式　5 * 12 * 8 = 480 答え　480 m$

4　1 m = 100 cmなので、500 cm = 5 m

式　40 * 50 * 30 = 60000
　　60000 cm$ = 60 l 答え　60 l

この水そうの内のりは、たて 40 cm、横 50 cm、
深さ 30 cmです。まず、何 cm$かを求めます。
1 l = 1000 cm$であることを使います。

式　4 * 5 * 2 = 40 答え　40 cm$ この展
てん
開
かい
図
ず
を組み立ててできる直方体は、下の図の

ようになります。

式　（例）20000 l = 20 m$
　　2 * 5 * □ = 20
　　□ = 20 / 10
　　　 = 2 答え　2 m 20000 lは、20000 / 1000 = 20（m$）

4 4 内のりのたて、横、深さがどれも10 cm
の入れ物に入る水の量が 1 lなので、
　　1 l = 1000 cm$

5 5

10〜11ページ
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3

1 l = 1000 ml、1 l = 1000 cm$
なので、1 ml = 1 cm$だね。

4 4 長さの単位をそろえてから、　の公式を使お
う。

2

5 5

66 6

7 7 1 m$ = 1000000 cm$、1 l = 1000 cm$
なので、1 m$ = 1000 l
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1　だいすけ
　　6 * 3 * 3 + 6 * 10 * 7（ = 474）
　　まお
　　6 * 7 * 7 + 6 * 3 * 10（ = 474）
　　かんな
　　6 * 10 * 10 - 6 * 7 * 3（ = 474）
2　474 cm$

1　

比例

11　12　　2　18　　3　24　　4　30　　5　36　　6　2　　7　3　　8　2
　9　2 　　0　3 　　Q　比

ひ
例
れい

2W　比例 E　10　　R　10　　T　60

1　比例している。　　2　比例していない。
1　140、210、280、350、420、490、560
2㋐　2　　㋑　3　　㋒　2
3　比例している。
4　70 * □ = ○
5㋕　10　　㋖　10　　㋗　10
　式　70 * 10 = 700 答え　700円

1　□ cmが 2倍、3倍、…になると、○ cmも
2倍、3倍、…になっています。

2　□ 分間が 2倍、3倍、…になっても、○ lは
2倍、3倍、…になっていません。

5　4の式で、□ が 10のときです。
　代金は本数に比例しているので、本数が 10倍に
なると、代金も 10倍になります。

1　30、60、90、120、150、180
2　2倍、3倍、…になる。
3　比例している。
4㋐　15
　式　30 * 15 = 450 答え　450円

4　数直線の図で、㋐ が 15のときになります。
1　□ 人が 2倍、3倍、…になっても、○mは 2倍、

3倍、…になっていません。
2　□ cmが 2倍、3倍、…になると、○ cm$も 

2倍、3倍、…になっています。
1　色画用紙 □まいのときの代金を○円とします。
　　

　代金○円は、まい数□まいに比例しています。

1　比例していない。　　2　比例している。

1　図　

　　式　15 * 8 = 120 答え　120円

8 8

3
12ページ
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14〜15ページ
1 1

2

3

まい数□（まい） 1 2 3 4 5 6
代金 ○（円） 15 30 45 60 75 90

2倍 2倍
3倍

3倍
2倍 2倍

2

3
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2　図　

　　式　（例）□ * 6 = 720
　　　　□ = 720 / 6
　　　　　 = 120 答え　120円

1　4、8、12、16、20、24、28
2　比例している。
3　4 * □ = ○　（□ * 4 = ○）
4　72 cm
5　25だん

2　ボールペンの代金は、本数に比例しています。
　本数が 6倍になれば、代金も 6倍になること
から、関係を式に表すと、□ * 6 = 720

1　右の図のように、辺を動か
　すと、 2だんのときのまわり
　の長さは、1辺の長さが
　 2 cmの正方形のまわりの長
　さと等しくなります。
2　1の表から、だんの数□だんが 2倍、3倍、…
になると、まわりの長さ○ cmも 2倍、3倍、…
になっています。

4　3の式で、□が 18のときなので、
　　4 * 18 = 72（cm）
5　1 m=100 cm
　　3の式で、○が 100のときなので、
　　4 * □ = 100　　□ = 100 / 4 = 25

小数のかけ算

1　60　　2　1.8　　3　10　　4　18　　5　10　　6　18　　7　108
8　10　　9　18 　　0　10　　Q　18　　W　10　　E　108　 R　108
1　20.40　　2　0.576

㋐　160　　㋑　10　　㋒　24　　㋓　384
㋕　160　　㋖　24　　㋗　10　　㋘　384
 答え　384円

2.4 mの代金は、0.1 mのねだんの 24倍なので、
2.4 mの代金を求める式は、
160 * 2.4 = 160 / 10 * 24

2.4 mの代金は、24 mの代金を 10でわればよい
ので、2.4 mの代金を求める式は、
160 * 2.4 = 160 * 24 / 10

10、10、100、181.44 答え　181.44 g 32.4 * 5.6 = 
　 * 10　* 10　* 100　/100
324 * 56 = 18144

1　990.6　　2　990.6　　3　9.906 1　25.4*39
　= (25.4 * 10) * 39 / 10 = 254 * 39 / 10
3　2.54 * 3.9
　= (2.54 * 100) * (3.9 * 10) / 1000
　= 254 * 39 / 1000

4

4

4
16ページ
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1　6.417　　2　35.67　　3　1058.4 1　　　　　2　　　　　3

1　55.8　　2　0.414 1　　　　　　　　　　2

小数のかけ算は、筆算のしかたを機械的に覚え、計算練習をつむことに終始しがちです。小数をか
ける計算のしくみをしっかりと理解させてから計算練習を行わせたいものです。

1　< 2　㋑、㋒
1　2　　2　1.5　　3　2.3　　4　6.9　　5　6.9
1　4、10　　2　5.3、10

㋑

1　1.02　　2　0.24　　3　1 　3　

1　1.44 cm#　　2　0.56 m$ 1　1.2 * 1.2 = 1.44（cm#）
2　0.5 * 0.8 * 1.4 = 0.56（m$）

1　9.2  *  2.5 * 4
　= 9.2 * (2.5 * 4)
　= 9.2 * 10 = 92
2　6.7 * 8 * 2.5
　= 6.7 * (8 * 2.5)
　= 6.7 * 20 = 134
3　4 * 6.59 * 2.5
　= 6.59 * 4 * 2.5
　= 6.59 * (4 * 2.5)
　= 6.59 * 10 = 65.9
4　0.7 * 9.8 + 0.3 * 9.8
　= (0.7 + 0.3) * 9.8
　= 1 * 9.8 = 9.8
5　6.2 * 8.7 + 3.8 * 8.7
　= (6.2 + 3.8) * 8.7
　= 10 * 8.7 = 87
6　2.7 * 45 - 0.7 * 45
　= (2.7 - 0.7) * 45
　= 2 * 45 = 90

12　計算のきまり㋑を使います。
3　計算のきまり㋐、㋑を使います。
4～6　計算のきまり㋒や㋓を使います。
7　25.6 = 25 + 0.6だから、計算のきまり㋒が
使えます。

8　9.5 = 10 - 0.5だから、計算のきまり㋓が使
えます。

4 4
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*
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4
右はしの
0を消す。

一の位に
0を書く。

18ページ
1
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3

19ページ
1
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*
1.

1.

0

2
0.
0

5
8
0

小数点より右にあり、
右はしから続く 0を
消す。

3 3

4 4 式の形から使う計算のきまりを見つけよう。
㋐　■ * ● = ● * ■
㋑　(■ * ●) * ▲ = ■ * (● * ▲)
㋒　(■ + ●) * ▲ = ■ * ▲ + ● * ▲
㋓　(■ - ●) * ▲ = ■ * ▲ - ● * ▲
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7　25.6 * 4
　= (25 + 0.6) * 4
　= 25 * 4 + 0.6 * 4
　= 100 + 2.4 = 102.4
8　9.5 * 12
　= (10 - 0.5) * 12
　= 10 * 12 - 0.5 * 12
　= 120 - 6 = 114

小数のかけ算では、1より小さい数をかけると、「積<かけられる数」となることをしっかりと理解
させておきましょう。この理解が不十分だと、計算練習において、かけ算なのに、答えがかけられる数より小さくなって
しまうことに疑問をもち、とまどってしまう恐れがあります。かけ算とは、かけられる数を1とみたとき、かける数にあ
たる大きさを求める計算のことです。

1　6 * 0.9
2　2.4 * 0.7
3　0.4 * 0.8

　

1　5.55  　　2　67.68　　3　96.672
4　604.8 　　5　46.2　　 6　912
7　0.2088　　8　1.17

3　　　　　 　

7　　　　　　　　　8

1　2.5 * 6.3 * 8
　= 6.3 * 2.5 * 8　
　= 6.3 * (2.5 * 8)
　= 6.3 * 20
　= 126
2　3.9 * 5.4 + 6.1 * 5.4
　= (3.9 + 6.1) * 5.4　
　= 10 * 5.4　
　= 54
3　9.4 * 5
　= (10 - 0.6) * 5
　= 10 * 5 - 0.6 * 5
　= 50 - 3
　= 47

1　計算のきまり㋐、㋑の順に使います。
2　計算のきまり㋒を使います。
3　9.4 = 10 - 0.6だから、計算のきまり㋓が使
えます。

1　式　5.2 * 12.5 = 65 答え　65 cm#
2　式　0.6 * 1.5 * 0.8 = 0.72
 答え　0.72 m$

1　長方形の面積 = たて * 横　の公式に、数をあ
てはめます。

2　直方体の体積 = たて * 横 * 高さ　の公式に、
数をあてはめます。

20〜21ページ
1 1 積とかけられる数の大小は、

かける数<1のとき、積<かけられる数

2 2
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3 3 計算のきまりの■、●、▲にあてはめる数を
考えてから、計算しよう。
㋐　■ * ● = ● * ■
㋑　(■ * ●) * ▲ = ■ * (● * ▲)
㋒　(■ + ●) * ▲ = ■ * ▲ + ● * ▲
㋓　(■ - ●) * ▲ = ■ * ▲ - ● * ▲

4 4
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1　式　95 * 8.4 = 798 答え　798円
2　式　5.9 * 7.3 = 43.07 答え　43.07 kg

1　

　ホースの代金は、長さに比
ひ
例
れい
しているので、長さ

が 8.4倍になると、代金も 8.4倍になります。
35.5 ある数を□とすると、14.2 + □ = 16.7

□ = 16.7 - 14.2 = 2.5
正しい答えは、　14.2 * 2.5 = 35.5

小数のわり算

1　80　　2　1.6　　3　16　　4　16　　5　16　　6　10　　7　50
8　10　　9　10 　　0　10　　Q　10　　W　16　　E　50　　R　50
1　1.6　　2　0.6　　3　2.5

㋐　840　　㋑　35　　㋒　10　　㋓　240
㋕　840　　㋖　10　　㋗　35　　㋘　240
 答え　240円

3.5 mの代金は、0.1 mのねだんの 35倍なので、
1 mのねだんを求める式は、
840 / 3.5 = 840 / 35 * 10

35 mの代金は、3.5 mの代金の 10倍なので、
1 mのねだんを求める式は、
840 / 3.5 = 840 * 10 / 35

10、0.7 答え　0.7 kg 2.94 / 4.2 =
　  *10　*10　　　　等しい
29.4/42=0.7

1　6.5　　2　6.5　　3　6.5 2　3.51 / 0.54
　=(3.51 * 100) / (0.54 * 100) = 351 / 54

1　1.7　　2　2.8　　3　5 1　　　　　　　　　　2　

5 5

66 6

5
22ページ

1

2

23ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

8 8)4. .
4
3
3

1.
1
8
3
3

7
6

6
6
0

. 1.5 4. .
3
1
1

2.
2
0
2
2

8

0
0
0

） 0
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1　0.7　　2　0.75　　3　2.5 2　　　　　　　　　　3　　　　　　　　

1　<　　2　㋑、㋒
1　3、0.9　　2　4、1.1　　3　43、0.6
（検

けん
算
ざん
）1　2.6、3、0.9、8.7　　2　4.2、4、1.1、17.9　　3　5.8、43、0.6、250

㋐、㋒ わる数<1のとき、商>わられる数
1　78　　2　5.35　　3　22.5 1　　　　　　　　　　2　

3　

3 答え　約 2.1 4.8 / 2.3 = 
.2
1
08…

1　式　4.7 / 0.6 = 7あまり 0.5
　答え　7個

こ
に入れられて、0.5 lあまる。

2　0.6 * 7 + 0.5（ = 4.7）

1　全体（4.7 lのお茶）をいくつかずつ（0.6 lず
つ）に分ける場合、いくつかずつにあたる数が小
数でも、わり算の式をたてることができます。

2　わる数 * 商 + あまり を計算して、結果がわら
れる数になるかを調べます。

1　2あまり 0.5　　2　3あまり 2.2
3　86あまり 6.2

1　　　　　　　　　　2　

3　

5 5

8 5)6. .
4

0.
1
7
3
3

7
0
6
4
4

5

0
0
0

.

51.0と
考える。

6 4)1. .
3

2.
0
2
8
8

5

0
0
0

.0

24ページ
1
2

25ページ
1 1

2 2
2 1)0.

1

7
5.
4
1
1

8
6

6
6
0

8 4)0. .
4

5.
2.
0
2
2

3
8

8
4
4
4

5

0
0
0

)0.4
2
9.
8
1

2.
0

0
8
2
2

5

0
0
0

3 3

4 4

5 5

3 9)4. .
8

2
1
6
5

あまりの小数点の位置

2 2)6.
1

0.
8
2

3
8

2
6

3 7)8.
6

2
6
5
4

8
0.
4
6
9
6

6
0

0
8
2
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㋑、㋓ わる数<1のとき、商>わられる数
1　8  　　2　0.48　　3　7.25
4　9.5　　5　0.25　　6　7.5

5　　　　　　　　　　6　

 1　4.2　　2　2.5　　3　3.1 2　　　　　　　　　　3　

1　1あまり 2.5　　2　5あまり 4.2
3　31あまり 0.3

あまりの小数点は、わられる数のもとの小数点にそ
ろえてうちます。
2　　　　　　　　　　3　

式　68.6 / 3.5 = 19.6 答え　19.6 g

1　式　5.4 / 1.2 = 4.5 答え　4.5 kg
2　式　（例）1.2 m = 120 cm
　　　　120 / 5.4 = 22.2…
 答え　約 22 cm

1　

2　この鉄のぼう1 kgの長さを□cmとして、
　　1.2m=120cmから求めます。
　　

また、この鉄のぼう 1 kgの長さを□mとして求
めて、最後に cmになおしてもよいです。
1.2 / 5.4 = 0.222 …
0.22 m = 22 cm

式　19.6 / 3.2 = 6あまり 0.4
 答え　6本とれて、0.4 mあまる。

テープの本数は整数なので、商は一の位まで求めて、
あまりも出します。

最も大きくなるもの…㋓
最も小さくなるもの…㋑

わる数が小さいほど、商は大きくなります。
・わる数が最も小さい数 0.09のとき、商は最も大
きくなります。
・わる数が最も大きい数 3.4のとき、商は最も小
さくなります。

26〜27ページ
1 1

2 2

6 2)9. .
1

0.
4.
9
4
4

2
0
2
8
8

5

0
0
0

4 1)2.
1

8.
6
1
1

7.
0
8
2
2

5

0
0
0

3 3

.1.7 4)
3

2.
3.
4
9
8

5
3

3
5
8
6
1

4

0
8
2

4 2)9.
2

9.
8

3.
1
2
9
8

0

0
4
5

9

0
6
4

1

4 4

6 2)4.
2

7.
3
4

5
2
0
2

7 2)8.
2

7
6

3
0.

0.

1
9
8

1
0

0
7
3

5 5

6 6

67 7

8 8

23/12/05 ぴったり _東書算数５年 _解答

抜校



13

小数の倍

1　12、1.25、1.25　　2　12、15、0.8、0.8
1　2　　　2　8　　3　1.8　　4　4　　5　1.8　　6　7.2　　7　1　　8　0.7　　
9　0.7　　0　2.8

1　1.5倍　　2　2倍　　3　0.75倍 1　

2　

3　

1　0.4倍　　2　2.5倍 1　0.6 / 1.5 = 0.4（倍）
　　　　
2　1.5 / 0.6 = 2.5（倍）
　　　　

1　6 m　　2　7.2 m　　3　2.1 m Ａ
エー
のロープの長さ 3 mをもとにする大きさとして

考えます。
1　3 * 2 = 6（m）
2　3 * 2.4 = 7.2（m）
3　3 * 0.7 = 2.1（m）

24.7 m マンションの高さをもとにする大きさとします。
マンションの高さを 1とみたとき、ビルの高さは、
1.3にあたる高さなので、
19 * 1.3 = 24.7（m）

1　0.4 2　240 3　240　　4　0.4 5　600 6　600
1　250　　2　0.8　　3　450　　4　500　　5　0.9　　6　クッキー　　7　クッキー

式　（例）たての長さを □mとすると、
　　□ * 1.8 = 43.2
　　□ = 43.2 / 1.8
　　　 = 24 答え　24 m
式　 （例）とうまさんの使ったリボンの長さを 
　　□mとすると、
　　□ * 0.8 = 2
　　□ = 2 / 0.8
　　　 = 2.5 答え　2.5 m

28ページ
1
2

29ページ
1 1

もとにする大きさ

　7.2 / 

= 1.5（倍）

4.8

　9.6 / 

= 2（倍）

4.8
もとにする大きさ

　7.2 / 

= 0.75（倍）

9.6
もとにする大きさ

2 2

もとにする大きさ

もとにする大きさ
3 3

4 4

30ページ
1
2

31ページ
1 1

2 2
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式　（例）Ｂ
ビー
町の面積を □ km#とすると、

　　□ * 0.7=18.9
　　□ = 18.9 / 0.7
　　　 = 27 答え　27 km#
1.1、120、80、1.5、かんジュース 2000年のねだんを、もとにする大きさとします。

2000年のねだんを 1とみたとき、2020年のね
だんにあたる数が大きいほうが、ねだんの上がり方
が大きいといえます。
・まんがの本
　　

　440 / 400 = 1.1（倍）
・かんジュース
　　

　　120 / 80 = 1.5（倍）
　よって、かんジュースのほうが、ねだんの上がり
方が大きいといえます。

まちがえた問題をもう1回やってみよう。

1　式　2.4 / 1.5 = 1.6 答え　1.6倍
2　式　0.6 / 1.5 = 0.4 答え　0.4倍

やかんに入る水の量が、もとにする大きさです。

5倍　22.5 kg
2.9倍　13.05 kg
0.4倍　1.8 kg

もとにする大きさは4.5 kgです。
5倍　 4.5  * 5 = 22.5（kg）

2.9倍　 4.5  * 2.9 = 13.05（kg）

0.4倍　 4.5  * 0.4 = 1.8（kg）

1　4.8 dl　　2　3.2 dl もとにする大きさは4 dlです。
1　 4  * 1.2 = 4.8（dl）

2　 4  * 0.8 = 3.2（dl）
㋐　12　　㋑　1　　㋒　3.6
式　12 * 3.6 = 43.2 答え　43.2 km#

㋐　8.4　　㋑　0.3　　㋒　1
式　（例）大きい犬の体重を □ kgとすると、
　　□ * 0.3 = 8.4
　　□ = 8.4 / 0.3
　　　 = 28 答え　28 kg

大きい犬の体重がもとにする大きさになるので、図
の □ kgを 1とみます。

3 3

4 4

32〜33ページ
1 1

2 2

3 3

4

5 5
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㋐　7.5　　㋑　0.6　　㋒　1
式　（例）1 lのガソリンで □km走れるとすると、

□ * 0.6 = 7.5
□ = 7.5 / 0.6
　 = 12.5 答え　12.5 km

式　（例）□ * 1.2 = 1.5
　　□ = 1.5 / 1.2
　　　 = 1.25 答え　1.25 km

 1 lのガソリンで走れる道のりを求めるので、図の 
□ kMを 1 lとします。

ゼリー

2つの大きさを比べる場合に、
ある大きさがもとにする大きさの何倍になっているかと
いう、倍の考えを使います。ここでは、ある大きさやも
とにする大きさが小数であっても、倍を表す数が小数で
あっても、整数と同じように比べることができることを
学習しています。そのとき、どれを1とみるか（もとに
する大きさ）を正確にとらえて問題を解くことが大切で
す。
6は倍の問題ではありませんが、1あたりの量をとらえ
る意味で入れてあります。倍の問題と数直線の図を見比
べて考えさせましょう。

2000年のねだんを、もとにする大きさとします。
2000年のねだんを 1とみたとき、2020年のね
だんにあたる数が大きいほうが、ねだんの上がり方
が大きいといえます。
・ゼリー
　

　150 / 100 = 1.5（倍）
・マフィン
　

　300 / 250 = 1.2（倍）
よって、ゼリーのほうが、ねだんの上がり方が大き
いといえます。

合同な図形

㋒、㋒
Ｈ
エイチ
、Ｆ

エフ
、Ｇ

ジー
　　1　Ｅ

イー
Ｆ、Ｇ　　2　1.8、75

合同

㋑（と）㋓ ㋐と㋕は、形（正三角形）は同じですが、大きさがち
がいます。

1　辺Ｃ
シー
Ｄ
ディー
…辺ＥＨ　角Ａ…角Ｇ

2　辺ＥＦ…1.5 cm　角Ｈ…60&

1本の対角線をひいてできる 2つの三角形
（×）、○、○、（○）、○
2本の対角線をひいてできる 4つの三角形
×、×、○、×、○

いちばん長い辺は、
辺ＡＤと辺ＧＨ、
いちばん小さい角は、
角Ｄと角Ｈだから、
対応する頂

ちょう
点
てん
は、ＡとＧ、ＢとＦ、ＣとＥ、ＤとＨ

です。

合同な図形の対応する辺と
対応する角を確

たし
かめよう。

66

7

6

7

8 8

6
34ページ

1
2
3

35ページ
1 1

2

3
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（例）Ｂ
ビー
Ｃ
シー
、Ａ

エー
Ｃ、Ｃ

1　ＢＣＤ
ディー
　　2　3　　3　ＡＤ　　4　2　　5　ＡＢＤ

1　（例）
　　

2　

3　

1　辺ＢＣと辺ＡＣの長さと、その間の角の大きさ
を使ってかく方法もあります。
　

3　角Ｂと角Ｃは、どちらを先にかいてもよいです。

まず、三角形ＡＢＣをかきます。
次に、角Ａの大きさが 70&、辺ＡＤの長さが 2 cm
になるように、三角形ＡＣＤをかきます。

かけなかった図形をもう1
回かいてみよう。

㋒、㋓ 直角の角をつくる辺の長さが、それぞれ等しい三角
形を見つけます。

1　辺Ｇ
ジー
Ｆ
エフ

2　角Ｈ
エイチ

3　4.5 cm
4　100°

いちばん小さい角は、角Ａと角Ｅ
イー
、

90°の角は、角Ｄと角Ｆだから、
頂
ちょう
点
てん
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに対

たい
応
おう
する頂点は順に、

頂点Ｅ、Ｈ、Ｇ、Ｆとなります。
1　三角形ＣＢＤ
2　3個

こ
1　三角形ＡＢＤをう
　ら返すと、三角形
　ＣＢＤと重なります。
2　三角形ＡＢＥと合
　同な三角形は、
　三角形ＣＢＥ、三角形ＣＤＥ、三角形ＡＤＥです。

36ページ
1
2

37ページ
1 1

2 2

38〜39ページ
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3 3
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 1　（例）　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 　　　

2　（例）　　　　　　　（例）
　　　　　　　　　　　 　

まず、三角形ＡＢＣをかきます。
次に、辺ＡＤの長さが 4.5 cm、辺ＣＤの長さが
3 cmになるように、三角形ＡＣＤをかきます。
　

1　角Ｂが、辺ＢＣともう 1つの辺の間の角にな
ればよいです。

2　辺ＢＣの両はしの 2つの角の大きさがわかれ
ばよいです。

1　大きさがちがう三角形になることがあります。
　

2　頂点Ａが 2つできてしまいます。
　

3　辺ＡＢと辺ＡＣの長さが等しい二等辺三角形だ
から、角Ｂと角Ｃの大きさは等しくなります。

　

1　辺ＡＢ
2　角Ｃ

1　×
2　×
3　○

図形の角

1　180、40、65、65
2 1　180　　2　15　　3　45　　4　120　　5　120　　6　60　　7　60　
　（245　315でもよい。）
360、90、115、115
3、3、540、540

1　45&　　2　20&　　3　40&　　4　80& 1　180 - (65 + 70) = 45
2　180 - (25 + 135) = 20
3　二等辺三角形の2つの角の大きさは等しいので、
　　(180 - 100) / 2 = 40
4　えのとなりの角度は、
　　180 - (55 + 25) = 100
　　えの角度は、180 - 100 = 80

4 5

6 合同な三角形をかくには、次の辺の長さや
角の大きさがわかればいいね。
・2つの辺とその間の角
・1つの辺とその両はしの 2つの角
・3つの辺

7

5

66

7

7
40ページ

1

2
3

41ページ
1 1
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1　125&　　2　100& 1　360 - (70 + 100 + 65) = 125
2　いのとなりの角度は、
　　360 - (120 + 60 + 100) = 80
　　いの角度は、180 - 80 = 100

1　七角形　　2　900& 2　1つの頂
ちょう
点
てん
から対角線を

　ひくと、5つの三角形に分
　けられます。
　　7つの角の大きさの和は、
　　180 * 5 = 900

1　い　　2　あ 四角形の4つの角の大きさの和が 360&であるこ
とを使います。えの頂点（ 印）に、四角形の角がす
べて集まるように、同じ長さの辺をつけてならべて
いくと、下の図のようになります。

印のまわりに、あ、い、う、えの4つの角が集ま
るので、 印のまわりの角は、360&になり、すき
まなくしきつめられます。

180& 3つの角を 1つの点に集めると、一直線になるので、
3つの角の大きさの和は 180&です。

1　2つ
2　360&

1　1つの頂点から、対角線が
　1本ひけて、2つの三角形に
　分けられます。
2　4つの角の大きさの和は、三角形が 2つ分の
角の大きさの和になるから、180 * 2 = 360　

1　多角形
2㋐　3 ㋑　4 ㋒　5
　㋓　540&　　㋔　720&　　㋕　900&

2　　　　　　　　　　　　　　　　

㋓　五角形は、3つの三角形に分けられるから、 
5つの角の大きさの和は、180 * 3 = 540

㋔　六角形は、4つの三角形に分けられるから、 
6つの角の大きさの和は、180 * 4 = 720

㋕　七角形は、5つの三角形に分けられるから、 
7つの角の大きさの和は、180 * 5 = 900

1　式　180 - (35 + 110) = 35
 答え　35&
2　式　180 - (60 + 75) = 45
　　　　180 - 45 = 135 答え　135&

　

2　まず、いのとなりの角度を求めます。

2 2

3 3

4 4

42〜43ページ
1 1

2 2

3 3

五角形 六角形 七角形

4 4 三角形の 3つの角の大きさの和は 180&で
あることを使うよ。
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1　式　360 - (85 + 70 + 60) = 145
 答え　145&
2　式　360 - (65 + 90 + 85) = 120
　　　　180 - 120 = 60 答え　60&

　

2　まず、いのとなりの角度を求めます。

式　（例）180 - 45 = 135 答え　135& 直角二等辺三角形のうの角
度は 45&です。
色をつけた三角形 の 3つの
角の和は 180&だから、
あ + い = 180 - 45 = 135

式　（例）(360 - 60 * 2) / 2 = 120
　　120 - 60 = 60 答え　60&

平行四辺形の向かい合った
角の大きさは等しいから、
いの角度は、
(360 - 60 * 2) / 2 = 120

1㋐　180　　㋑　4　　㋒　720
　㋓　720
2㋐　180　　㋑　6　　㋒　360
　㋓　720　　㋔　720

1　多角形の角の大きさの和は、1つの頂点からひ
いた対角線で三角形に分ければ、180° * （分け
た三角形の数）で求めることができます。

2　多角形の中に 1点をとり、そこから頂点に直
線をかき加えてできた三角形の数をもとに、
　180° * （できた三角形の数） - 360&で求めるこ
ともできます。

三角形の3つの角の大きさの和は 180°であることを使うと、多角形の内角の大きさの和を求める
ことができます。多角形をどのように三角形に分けていけば求めることができるか家庭でもしっかり指導しておくことが
深い学びにつながっていきます。

まちがえた問題をもう1回やってみよう。

偶数と奇数、倍数と約数

2、2、1
○で囲

かこ
む数…0、2、4、6、8、10、12、14、16、18、20

□で囲む数…1、3、5、7、9、11、13、15、17、19
1　奇

き
数
すう
、11、1　　2　偶

ぐう
数
すう
、12

3　偶数、28　　　 4　奇数、38、1

偶数…0、12、26、98、100
奇数…5、39、43、71、87

　

1　3、偶数 　　2　3、奇数
3　21、奇数　　4　22、偶数

2、3の式の + 1は、2でわりきれないことを表
しています。

1　132
2　321

1　偶数なので、一の位の数字は 2です。
　　大きい位の数字が小さいほうが、整数は小さく
なるので、百の位の数字は 1です。

5 5 四角形の 4つの角の大きさの和は 360&で
あることを使うよ。

66 6

7 7

8 8

8
44ページ

1

2

45ページ
1 1 2でわりきれるかどうかは、

一の位の数字でわかるよ。
偶数　0、2、4、6、8
奇数　1、3、5、7、9

2 2

3 3
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2　奇
き
数
すう
なので、一の位の数字は 1または 3です。

　　大きい位の数字が大きいほうが、整数は大きく
なるので、百の位の数字は 3です。

1　偶
ぐう
数
すう

2　奇数　
3　偶数

図に表すと、偶数は、  だけで表されます。

奇数は、2でわったときのあまり1（  ）があります。

2つの数の図を合わせたときに、  が残るかどう
かで考えます。
3　2つの奇数の図を合わせると、

　 となり、あまりの は残らない

ので、偶数になります。

1　5　　2　10　　3　15　　4　20　　5　25
1　20　　2　20　　3　×　　 4　×　　5　×　　6　×　　7　○　　8　×
9　○　　 0　×　　 Q　○　　 W　10　 E　20　 R　30　 T　10
1　×　　2　○　　3　×　　4　×
5　×　　6　○　　7　×　　8　○　　9　20

9、27、63、108 9の倍数は、9に整数をかけてできる数です。
2の倍数…2、4、6、8、10、12、14
3の倍数…3、6、9、12、15
2と 3の公倍数…6、12
1　6、12、18、24、30
2　14、28、42、56、70
3　20、40、60、80、100
4　45、90、135、180、225

1　36　　2　8

1　60分後
2　8時 20分

　

1　6の倍数　　　　　 6、12、18、…
　　3の倍数かどうか　○　 ○　  ○　 …
　　

4　15の倍数　　　　　15、30、45、…
　　9の倍数かどうか　　×　  ×　  ○　  …
　　9と 15の公倍数は、最小公倍数 45の倍数に
なります。

3  4  について、まちがえた
問題を、倍数を書き出してもう1回やってみよう。

1　12の倍数　　　　　12、24、36、…
　　9の倍数かどうか　　×　  ×　   ○　  …
　　4の倍数かどうか　　○　  ○　   ○　  …
1　6と 15と 20の最小公倍数を考えます。

5、15
1　3　　2　6　　3　9　　4　3　　5　4　　6　6　　7　8　　8　12　　
9　3　　0　6　　Q　9　　W　○　 E　○　 R　×　 T　3　　Y　6　　U　6
1　○　 2　○　 3　×　 4　○　 5　○　 6　×　 7　4

4 4

46ページ
1
2

3

47ページ
1 1

2 2 2の倍数は、2でわりきれる数だから、偶数
だね。0は倍数に入れないよ。

3

4

5

3 公倍数は、最小公倍数の倍数になっているよ。

6は 3の倍数だから、6の倍数は、3と
6の公倍数になっているね。

4

5

48ページ
1
2

3
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1　1、2、4
2　1、3、7、21

　

2　20の約数　　　　　 1、2、4、5、10、20
　　32の約数かどうか　○  ○  ○   ×　 ×　 ×
12の約数　　　　　 1、 2、 3、 4、 6、12
16の約数かどうか　○　○　×　○　×　  ×
24の約数かどうか　○　○　○　○　○　  ○
2　8の約数　　　　　  1、 2、 4、 8
　　24の約数かどうか　○　○　○　○
　　40の約数かどうか　○　○　○　○
　　

10の約数…1、2、5、10
16の約数…1、2、4、8、16
10と 16の公約数…1、2
1　公約数…1、3
　　最大公約数…3
2　公約数…1、2、4
　　最大公約数…4
4
1　6
2　8
1 cmのとき 63本、3 cmのとき 21本、
9 cmのとき 7本 1本分の長さを表す数は、27と 36の公約数

1、3、9になります。

偶数…38、74、96
奇数…19、27、43、51

　

1　公倍数…40、80
　　最小公倍数…40
2　公倍数…60、120
　　最小公倍数…60

　

2　15の倍数　　　　　15、30、45、60、…
　　6の倍数かどうか　　×　 ○　 ×　 ○　  …
　　4の倍数かどうか　　×　 ×　 ×　 ○　  …
　　公倍数は、最小公倍数 60の倍数になります。

1　公約数…1、5
　　最大公約数…5
2　公約数…1、2、4、8
　　最大公約数…8

　

2　16の約数　　　　　 1、 2、 4、 8、16
　　32の約数かどうか　○　○　○　○　  ○
　　40の約数かどうか　○　○　○　○　  ×

 1個
こ
を 8列、2個を 4列、

 4個を 2列、8個を 1列
1列にならべるご石の個数と列の数の積は 8です。
1列にならべるご石の個数と列の数は、どちらも 8
の約数になります。

1　60 cm
2　30まい

1　正方形の 1辺の長さを表す数は、10と 12の
最小公倍数になります。

2　長方形の紙は、たてに 60 / 10 = 6（まい）、
横に 60 / 12 = 5（まい）ならびます。

1　8 cm
2　30まい

1　正方形の色板の 1辺の長さを表す数は、
　40と 48の最大公約数になります。
2　色板は、たてに 40 / 8 = 5（まい）、
　横に 48 / 8 = 6（まい）ならびます。

1　14人
2　みかんの個数…2個
　　バナナの本数…3本

1　分ける人数を表す数は、28と 42の最大公約
数になります。

2　1人分のみかんの個数は、28 / 14 = 2（個）
　バナナの本数は、42 / 14 = 3（本）です。

49ページ
1 3 公約数は、最大公約数の約数になっているよ。

4

5

8は 24と 40の約数だから、8の約数
は、8と 24と 40の公約数になってい
るよ。

2

3

4

5

6
6

50〜51ページ
1 1 偶数は 2でわりきれる整数、奇数は 2でわ

りきれない整数だったね。

2 2 公倍数は、いちばん大きい数の倍数を求めて
見つけるといいよ。

3 3 公約数は、いちばん小さい数の約数を求めて
見つけるといいよ。

4 4

5 5

66 6

7 7
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9時 5分 8と 10の最小公倍数は 40なので、40分後に同
時に発車することがわかります。
8時 25分の 40分後は 9時 5分です。

まちがえた問題をもう1回やってみよう。

分数と小数、整数の関係

11　3　　2　3　　3　5　　24　5　　5　5　　6　3

1　5、6、6
5　　　2　6、6

7

1　9
2　　2　13

6 　　3　4
7

4　3
8　　5　 9

13　　6　15
11

　　　　　
　

1　7 / 3 = 3
7（倍）

2　15 / 8 = 8
15（倍）

3　9 / 4 = 4
9

4　4 / 9 = 9
4

1　牛にゅうのかさが、もとにする大きさだから、

　17 / 12 = 12
17（倍）

2　ジュースのかさが、もとにする大きさだから、

　12 / 17 = 17
12（倍）

1　2　　2　2　　3　4　　4　9

1　3
7 倍  2 3

1
倍d n 

2　 8
15 倍 1 8

7
倍d n 

3　4
9  2 4

1
d n　　4　9

4

1　12
17 倍 1 12

5
倍d n 　　2　17

12 倍

11　2　　2　5　　3　0.4

24　4
1　　5　1　　6　4　　7　0.25　　8　1.25　　9　5　　0　5　　Q　4　　W　1.25

11　10　　2　7　　3　10　　24　100　　5　123　　6　100

1、1
9

1　0.2　　2　3.5　　3　3.75
4　2 5　1.8　　6　2.125
1　> 2　> 3　<

1　（例）10
4 　 2　（例）100

7 　 3　（例）100
26

4　（例）10
19　 5　（例）100

148　 6　（例）100
501

分子/分母の商を計算します。
分数を小数で表して、大小を比

くら
べます。

1　4
1 = 1 / 4 = 0.25だから、0.25 > 0.2

2　5
7 = 7 / 5 = 1.4だから、1.6 > 1.4

3　2 2
1 = 2 + 2

1　2
1 = 1 / 2 = 0.5　

　　2 2
1 = 2.5だから、2.4 < 2.5

8 8

9
52ページ

1

2

53ページ
1

1 2
■ / ● =■●だったね。

3

4

2

3

4

54ページ
1

2

3

55ページ
1

2

3

1
2
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1㋐　1　　 ㋑　2　　 ㋒　1
2㋐　8　　 ㋑　8　　 ㋒　1
3㋐　14　　㋑　14　　㋒　1

6　0.01 = 100
1  の 501こ分だから、100

501

■ = ■ / 1の式で表すと、整数は 1を分母とする
分数で表すことができます。

1　3
7　　 2　 4

15

3　13
5 　　4　25

18

　　
　

1　17　　2　16

1　7、9、9
7

2　20、9、 9
20 2 9

2
d n

もとにする大きさは、白のテープの長さ 9 mです。
1　9 mを 1とみたとき、青のテープの長さ 7 m
がいくつにあたるかを求める式は、7 / 9

2　9 mを 1とみたとき、赤のテープの長さ 20 m
がいくつにあたるかを求める式は、20 / 9

 1　1.375　　2　5　　3　2.6 分子/分母の商を計算します。

1　 8
11 = 11 / 8 = 1.375

2　 7
35 = 35 / 7 = 5

3　2 5
3 = 2 + 5

3

　　5
3 = 3 / 5 = 0.6だから、2 5

3 = 2.6

　　または、2 5
3

5
13= = 13 / 5 = 2.6

1　（例）10
8 　　2　（例）100

132　　3　（例）1
6

3　6 = 6 / 1 = 1
6

1　<　　2　=　　3　> 分数を小数で表して、大小を比べます。

1　5
8 = 8 / 5 = 1.6だから、1.6 < 1.7

2　 4
31 4

3
4
3 / .1 3 4 0 75= + = =

　　1 4
3 = 1.75だから、1.75 = 1.75

3　8
1 = 1 / 8 = 0.125だから、0.125 > 0.12

1、5、2 / 5、5
2、正しくない 　

1　式　8 / 25= 25
8  答え　25

8  倍

2　0.32倍

1　

2　25
8 = 8 / 25 = 0.32

4 3

4

56〜57ページ
1

1 2 わる数が分母、わられる数が分子にな
るね。

■/●= ■●
2

3
3

4 4

5 5

66 6

7
7

8
8
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考える力をのばそう

1　

2　3ページ
3　3、3、14 答え　14日め

3　最初にあった差の 42ページが 0ページまで
ちぢまる日数は、最初の差を、1日でちぢまる 
ページ数でわれば求められます。

式　3000 - 1500 = 1500
　　1500 / (400 - 250) = 10 答え　10月

最初の差は、3000 - 1500 = 1500（円）です。
1か月で、400 - 250 = 150（円）ずつちぢまるか
ら、差が 0円になるまでの月数は、
1500 / 150 = 10（か月）

1　

2　18 m
3　18、18、10 答え　10日

3　北側を造
つく
り始めたとき、

あと 240 - 60 = 180（m）造れば、南側と北側
がつながります。
南側と北側がつながるのにかかる日数は、この長
さを、1日ごとに増

ふ
える橋の長さでわれば求めら

れます。

式　3000 - 600 = 2400
　　2400 / (180 + 120) = 8 答え　8月

妹が貯
ちょ
金
きん
を始めたとき、ゲームソフトを買うのに必

要な金
きん
額
がく
は、あと 3000 - 600 = 2400（円）でし

た。
1か月で、180 + 120 = 300（円）ずつ増えるから、
和が 2400円になるまでの月数は、
2400 / 300 = 8（か月）

算数で読みとこう

1　6379人
2　 （例）2020年のデータがないので、2021
年に急に減

げん
少
しょう
したかどうかはわからない。

3㋐　このデータからはわからない
　㋑　正しくない
1　17人
2　（上から順に）8、2、6、0、35
3　 （例）平日の勉強時間が 30分未満で、今より
勉強時間を増やしたいと答えた人

4　 （例）平日の勉強時間が 1時間未満の人のう
ち、半数以上が今より勉強時間を増やしたい
と答えている。

1　折れ線グラフの 2021年の人数を見ます。
3㋐�　2020年のデータがないので毎年人口が減

少しているかどうかはわかりません。
　㋑�　西区の 2017年の人口は 1910人、2019

年の人口は 1549人で減少しています。
1　データ 2の㋐と㋑より、
　8 + 9 = 17（人）
3　質

しつ
問
もん

1で㋓、質問 2で㋕と答えた人です。

差や和に注目して　 58〜59ページ
1 昨日

まで
1日め
（今日）2日め 3日め 4日め 5日め 6日め

とうま（ページ数）42 45 48 51 54 57 60
ひまり（ページ数） 0 6 12 18 24 30 36
差 （ページ数）42 39 36 33 30 27 24

1

2 去年 1月 2月 3月 4月
ゆき　（円）3000 3250 3500 3750 4000
りき　（円）1500 1900 2300 2700 3100
差　　（円）1500 1350 1200 1050 900

2

3 昨日
まで

1日
（今日） 2日 3日 4日

南側（m） 60 68 76  84  92
北側（m） 0 10 20  30  40
和　（m） 60 78 96 114 132

3

4 去年 1月 2月 3月 4月
はるか（円） 600 780 960 1140 1320
妹　　（円） 0 120 240 360 480
和　　（円） 600 900 1200 1500 1800

4

データにかくれた事実にせまろう　　　60〜61ページ
1

2

1

2
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分数のたし算とひき算

1　3　　2　2　　3　1　　4　6
11　5　　2　5　　3　20　　
24　2　　5　2　　6　9
1　3　　2　4　　3　3　　4　4　　

1㋐　4　　㋑　1　　㋒　5　　㋓　6
2㋐　6　　㋑　8　　㋒　7　　㋓　8
3㋐　5　　㋑　2　　㋒　8　　㋓　3
　㋔　8

1　30、45　　2　3、40

1　（例）10
6 、15

9

2　（例）2
3、4

6

数直線を使って、計算する分数と大きさの等しい分
数を調べ、分母が同じになるものを見つけます。

2　

2　 6
9  = 2

3  だから、 2
3  をもとにして、大きさの

等しい分数を求めます。

1　5
2　　2　 71 4

3
4d n　　3　5 3　12

60
1
5

1

5
=

㋐、㋒、㋓ 約分すると、㋐、㋒、㋓ 4
5　　㋑ 8

9　　㋔ 6
7

まちがえた問題をもう1回
やってみよう。

1　6　　　2　15　　3　5 　　4　15　　5　6 　　6　5
1　6　　　2　5 　　3　11　　4　15
11　2　　2　1 　　3　3 　　4　1 　　
25　20 6　9 　　7　11
1　9　　　2　4 　　3　10　　4　3 　　5　1 　　6　4

1　>　　2　<　　3　=
1　14

7
14
6> 　　　　2　45

20
45
21<

3　1 36
15 1 36

15=

10
62ページ

1
2

3

63ページ
1

2

3

1

2

20
12

5
24□

□
= =
/4

*2

/4 *2

3

4 4
最大公約数が見つ
けられないときは、
公約数でくり返し
わっていこう。

5
15
30

12
60

6
3
1

5 5

64ページ
1
2
3

4

65ページ
1 1
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1　28
7 、2

2
8
0

2　16
12、16

9

3　30
12、30

35、30
9

3　3つの分母の最小公倍数を分母とします。

　

最小公倍数は、次のように求めたね。
10の倍数　　　　  10、20、30、…
6の倍数かどうか　　×　 ×　 ○　 …
5の倍数かどうか　　○　 ○　 ○　 …

1　35
34 	 2　4

3 	 3　12
17 1 12

5
d n

4　12
1 	 5　5

1 	 6　18
13

答えが約分できるときは、約分します。

5　10
7

2
1

10
7

10
5

10
2

5
1- = - = =

1　24
29 1 24

5
d n　　2　30

19　　3　9
1

式　12
11

15
13

20
1- =

 答え　青のリボンが 20
1  ｍ 長い。

3　12
11

9
5

4
1- -

　 36
33

36
20

36
9

36
4

9
1= - - = =

まず、通分して大小を比
くら
べると、

15
13

60
52= 、12

11
60
55=  だから、15

13
12
11<

分数のたし算やひき算では、分母が異なっていても分母と分子をそれぞれ計算してしまう誤答がよ
く見られます。分母をそろえて計算しているか注意して見ていきましょう。いくつかの分数を通分するには、分母の公倍
数を見つけてそれを分母とする分数になおせばよいことをしっかり教えておきましょう。

1　15　　2　20　　3　2　　4　19　　5　6　　6　7　　7　24　　8　35　　9　59
11　5 　　2　10　　3　4 　　4　10　　5　9　　6　10
　7　0.5　　8　0.4　　9　0.9
20　4 　　Q　12　　W　3 　　E　12　　R　1　　T　12

1　3 10
9

10
39
d n 2　4 8

5
8

37
d n

3　1 6
5

6
11
d n 4　2 28

5
28
61
d n

5　1 10
7

10
17
d n 6　1 4

1
4
5
d n

1　 .20
27 1 20

7 1 35、d n 2　 .20
13 0 65] g

3　 ( . )20
17 0 85  4　 ( . )20

13 0 65

5　 ( . )8
1 0 125  6　 ( . )10

7 0 7

1　35
29　　2　36

43 1 36
7

d n　　3　3
2

式　 .1 5 3
1

6
11 1 6

5+ = d n 答え　 6
11 1 6

5
d nl

2・3 8
3 1 4

1 3 8
3 1 8

2 4 8
5+ = + =

　・3 8
3 1 4

1
8

27
4
5

8
27

8
10

8
37+ = + = + =

6・1 12
11

3
2 1 12

11
12
8 1 12

3 1 4
1- = - = =

　・1 12
11

3
2

12
23

3
2

12
23

12
8

12
15

4
5- = - = - = =

3　 .10
7 0 15 10

7
20
3

20
14

20
3

20
17+ = + = + =

6　 .1 2 2
1

5
6

2
1

10
12

10
5

10
7- = - = - =

②　 .0 75 9
4

4
3

9
4

36
27

36
16

36
43+ = + = + =

まちがえた問題をもう1回
やってみよう。

.1 5 3
1

2
3

3
1

6
9

6
2

6
11+ = + = + =

.1 5 3
1 1 2

1
3
1 1 6

3
6
2 1 6

5+ = + = + =

2
2

3
3

4

5

4

5

66ページ
1
2

67ページ
1

2

3

4

1 計算のしかたは 2通りあったね。
・帯分数のまま通分する。
・仮

か
分
ぶん
数
すう
になおしてから通分する。

2 分数にそろえると、いつでも計算できるよ。

3

4
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11　5　　2　1　　3　12　　4　12　　5　5　　6　5　　7　12
28　6　　9　1　　0　10　　Q　10　　W　3　　E　3　　R　10

1　6
1　　2　20

1 　　3　15
4 　　4　12

11

5　4
5 1 4

1
d n　　6　3

7 2 3
1

d n

1時間を 60等分した何こ分かで考えます。

3　60等分した 16こ分と考えて、60
16  時間。

1　5
1　　2　4

1　　3　20
3 　　4　12

7

5　3
4 1 3

1
d n　　6　2

3 1 2
1

d n

1分を 60等分した何こ分かで考えます。

3　60等分した 9こ分と考えて、60
9  分。

1　30
13 時間

2　図書館

1 　1時間を 60等分した 26こ分。

1　6、25
2　9、24

1　6
5　　2　2

5　　3　1 5
2

5
7
d n

1　<　　2　=　　3　>

1　15
18、15

8 　　2　24
6 、24

20、24
9

1　5
4　　2　6

7 1 6
1

d n

1　10
9 　　2　3 20

9
20
69
d n　　3　4 6

1
6

25
d n

1　3
1　　2　40

17　　3　1 30
13

30
43
d n

1　24
11　　2　36

7

1　 .8
11 1 8

3 1 375、d n　　2　45
1

式　18
5

12
7

36
31+ =  答え　36

31 l

ア…5、イ…3
ア…7、イ…6

2　

通分して、分子の大小を比べます。

1　36
20

36
21< 　　2　2 18

12 2 18
12=

3　 .1 8 1 5
4=  だから、1 30

25 1 30
24>

1　1時間を 60等分した 48こ分。

3・1 2
1 2 3

2 1 6
3 2 6

4 3 6
7 4 6

1+ = + = =

　・1 2
1 2 3

2
2
3

3
8

6
9

6
16

6
25+ = + = + =

3・2 6 1 5
2 2 30 1 30

12
30

5 25 1 13- = - =

　・2 6 1 5
2

6 5
7

30 30
42

30
5 17 85 43- = - = - =

2　 9
10

4
3

6
1

36
40

36
27

36
6

36
7- - = - - =

小数を分数で表して計算します。

1　8
5

8
5

4
3

8
5

8
6

8
11.0 75+ = + = + =

12
1

4
1 1　

　
+ + =ア
イ   だから、

12
1 1 4

1
4
3

12
9　

　
+ = - = =ア
イ

12
　ア  は約分できない分数で 12

9  より小さいので、

ア にあてはまる数は 1、5、7です。
ア 1 5 7
1
　イ 12

8
3
2= 12

4
3
1= 12

2
6
1=

* ◯ ◯

68ページ
1

69ページ
1

1

2
2

3
3

70〜71ページ
1

2

3

4

5

66

67

68

9

610

611

1

27
12 4

54= =9
24

/3 *6

/3 *6

3

5

6

7

8

9

11
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平均

1　18　　2　26　　3　13　　4　5　　5　19　　6　19　（1～3の順番はちがってもよい。）
11　125　　2　30　　3　125　　4　30　　5　3750　　6　3750
27　125　　8　2000　　9　125　　0　2000　　Q　2000　　W　125
　E　16 　　R　16

式　(90 + 30 + 40 + 60 + 20 + 50 + 60)
　/ 7 = 50 答え　50分間
1　式　50 * 30 = 1500 答え　1500分間
2　式　（例）50 * □ = 1000
　　　　□ = 1000 / 50
　　　　　 = 20 答え　20日間

1 

2 

式　(8 + 4 + 0 + 5 + 2) / 5 = 3.8
 答え　3.8人

水曜日の 0人もふくめます。

(8 + 4 + 5 + 2) / 4としないこと。

(24.16 + 24.14) / 2 = 24.15
 答え　24.15 m

失敗した 1回めの記録をのぞいて平均を求めます。

1　合計、個
こ
数
すう

2　式　(280 + 360 + 320 + 290) / 4
　　　= 312.5 答え　312.5 g
1　式　(15 + 20 + 12 + 16 + 24) / 5
　　　= 17.4 答え　17.4人
2　式　(0 + 16 + 10 + 10 + 12 + 5 + 10) / 7
　　　= 9 答え　9分間
1　式　0.4 * 365 = 146 答え　146 kg
2　式　（例）0.4 * □ = 10
　　　　□ = 10 / 0.4
　　　　　 = 25 答え　25日間
 (20.3 + 19.8 + 21.2 + 20.7) / 4 = 20.5
 答え　20.5 cm
1　6.49 m
2　約 0.65 m
1　式　17 * 4 = 68
　　　　68 - (19 + 15 + 18) = 16
 答え　16題以上
2　正しくない。
　　正しい式…
　　(15 + 16 + 20 + 19 + 15 + 18 + 18) / 7

平均 ＝ 合計 ÷ 個数　だよ。

2　0分の日曜日もふくめます。

　　
(16 + 10 + 10 + 12 + 5 + 10) / 6
としないこと。

2 

1　（6.5 + 6.48 + 6.49） / 3=6.49（m）
2　1より 10歩で歩いた長さの平均が 6.49 mな
ので、歩はばは、

　6.49 / 10 = .0 6
5
49（m）

1　平均 =合計 /個数より、まず 4回の平均が
17題のときの合計を求めます。

2　先週と今週の回数がちがうので、正しくありま
せん。
　　平均を求める式の「合計」は、先週と今週の 7
回の合計の題数で、「回数」は 7回になります。
　　先週と今週の平均を使って、正しい式をつくる
こともできます。
　　(17 *3 + 17.5 * 4) / 7

 先週の合計 今週の合計

11
72ページ

1
2

73ページ
1

2

2

3 3

4 4 目的によっては、ほかと大きくちがう記録
をのぞいて平

へい
均
きん
を求めることがあるよ。

74〜75ページ
1

2

3

4

5

6

1

2

3

5

6
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単位量あたりの大きさ

1　Ｂ
ビー
　　 2　Ｃ

シー
 3　Ｃ 4　Ｂ 5　Ａ

エー

6　12　　7　8　　8　1.5　　9　多い　　0　Ｃ　　Q　Ｃ
W　8 E　12　 R　0.66…　　T　せまい　　Y　Ｃ　　U　Ｃ

1　式　1組…82 / 8 = 10.25
　　　　2組…69 / 6 = 11.5
　　 答え　1組…10.25個、2組…11.5個

2　式　1組…8 / 82 = 0.0975
8
…

　　　　2組…6 / 69 = 0.0869
7
…

　　 答え　1組…約 0.098 m#、
　　 2組…約 0.087 M#
3　2組

2　わりきれないときは、四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
して、上から 2

けたのがい数にします。
3　ならした 1 m#あたりの球根の数で比

くら
べるとき

は、球根の数が多い 2組のほうがこんでいます。
　　ならした球根 1個あたりの面積で比べるとき
は、面積がせまい 2組のほうがこんでいます。

　　
 1 M#あたりの数で比べると、
こんでいるほど数が大きくなるから、
わかりやすいよ。

1　式　（例）1 m#あたりの人数は、
　　　　Ａ

エー
…18 / 240 = 0.075

　　　　Ｂ
ビー
…15 / 180 = 0.0833…

　　 答え　公園Ｂ（のすな場）
2　式　0.075 * 200 = 15 答え　15人

1　ならした 1 m#あたりの人数が多いほうがこん
でいます。
　　ならした 1人あたりの面積で比べると、
　　Ａ…240 / 18=13.3…
　　Ｂ…180 / 15=12
　　1人あたりの面積がせまい公園Ｂのすな場のほ
うがこんでいます。

2　公園Ａのすな場には、1 m#あたり 0.075人 
います。

こみぐあいは、ならした1 m#あたりの人数と、1人あたりの面積で求める方法がありますが、な
らした1 m#あたりの人数で比べたほうが、こんでいるほど数が大きくなるので、わかりやすいでしょう。

まちがえた問題をもう1回やってみよう。

1　126650000　 2　378000　 3　13840000　 4　2194　 5　340　 6　6300
1　130　 2　5　 3　26　 4　98　 5　3　 6　32.6…　 7　Ｂ　 8　Ｂ

12
76ページ

1

77ページ
1 1

2 2

78ページ
1
2
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式　8840000 / 1905 = 4640.4…
答え　約 4600人

1　式　Ａ
エー
…960 / 400 = 2.4

　　　　Ｂ
ビー
…900 / 360 = 2.5

答え　Ａ…2.4 kg、Ｂ…2.5 kg
2　Ｂの畑
式　Ａ…1460 / 10 = 146
　　Ｂ…480 / 3 = 160

答え　ノートＢ

1

　

　　

1　式　Ａ…384 / 40 = 9.6
　　　　Ｂ…230 / 25 = 9.2

答え　Ａの自動車
2　式　9.6 * □ = 168
　　　　□ = 168 / 9.6
　　　　　 = 17.5 答え　17.5 l

2　

数直線の図を使うと、面積とと
れたさつまいもの重さや、ガソリンの量と走れる道のり
の関係をわかりやすくとらえることができます。

1　100　　2　16 3　6.25　　4　16　　5　100　　6　0.16　　7　Ｂ
1　144　　2　2 3　72 4　72　　5　72 6　60 7　1.2　　
8　1.2 9　1200　　0　60 Q　20　　W　20

1　Ａさん…250 m、Ｂさん…330 m
2　Ｂさん
1　特急列車Α…時速 180 km　分速 3 km
　　特急列車Β…時速 174 km　分速 2.9 km
2　特急列車Α

1　時速 59 km
2　分速 180 m
3　秒速 12 m

2　1分間あたりに走った道のりが長いほうが速い
です。

1 1時間あたりに進む道のり（時速）は、
　特急列車Ａ…360 / 2 = 180（km）
　特急列車Ｂ…522 / 3 = 174（km）
　 1時間＝ 60分だから、分速は
　特急列車Α…180 / 60 = 3（km）
　特急列車Β…174 / 60 = 2.9（km）

速さ = 道のり / 時間　で求めるよ。
単位時間によって速さは 3種類だね。
 1時間あたりに進む道のりの時速
 1分間あたりに進む道のりの分速
 1秒間あたりに進む道のりの秒速

1　118 / 2 = 59（km）
2　3600 / 20 = 180（m）
3　300 / 25 = 12（m）

時速…時速 36 km
分速…分速 600 m（0.6 km）
秒速…秒速 10 m

時速は、108 / 3 = 36（km）
36 km = 36000 mだから、
分速は、36000 / 60 = 600（m）
または、36 / 60 = 0.6（km）
秒速は、600 / 60 = 10（m）

速さを考える場合も、「こみぐあい」と同じように、単位量あたりの大きさで考えます。速さは単位
時間あたりに進む道のりで表すことができ、単位時間のとりかたによって時速、分速、秒速があります。

79ページ
1

2

3

1  人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど
は、ふつう 1 km#あたりの人口だよ。

2

4 4

80ページ
1
2

81ページ
1

2

3

1

2

3

4 4
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1　60　　2　4　　3　240　　4　240
1　50　　2　800　　3　800　　4　50　　5　16　　6　16

1　135 km
2　1050 m
3　810 m

道のり = 速さ * 時間　で求めるよ。
時間や道のりの単位は、速さで使っている
単位にするんだよ。

1　

　　45 * 3 = 135（km）
2　70 * 15 = 1050（m）
3　18 * 45 = 810（m）

6 km

1　6時間
2　3分
3　84秒

750 * 8 = 6000（m）
6000 m = 6 kmだから 6 kmになります。

かかる時間を□として、道のりを求める
かけ算の式をつくろう。

1

　

　　65 * □ = 390
　  □ = 390 / 65 = 6
2　900 * □ = 2700
　  □ = 2700 / 900 = 3
3　25 * □ = 2100
　  □ = 2100 / 25 = 84

40分 2.2 km = 2200 mだから
かかる時間を□分として、道のりを求めるかけ算の
式をつくると、
　55 * □ = 2200
　  □ = 2200 / 55 = 40

日常生活の中では「速い」「遅い」という言葉をよく使いますが、「速さ」が「道のり」と「時間」の 2量
の割合であることはあまり意識していないと思われます。ここでは、単位時間に進む「道のり」が「速さ」であることをおさ
えて取り組ませることが大切です。そのとき、数直線の図を自分でかくように問いかけるとよいでしょう。 1  1では「時
速 45 kmは、何を表しているか」を尋ねてもよいでしょう（1時間あたりに 45 km進む速さ）。

それぞれの問題で、数直線の図をかいてみよう。

82ページ
1
2

83ページ
1 1

2

3

2

3

4 4
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1　㋐
2　式　（例） 1 m#あたりの人数は、
　　　　Ａ

エー
…8 / 20 = 0.4

　　　　Ｂ
ビー
…20 / 48 =0.416…

答え　Ｂの部屋

2　ならした 1人あたりの面積で比
くら
べると、

　　Ａ…20 / 8 = 2.5
　　Ｂ…48 / 20 = 2.4
　　ならした 1人あたりの面積がせまいほうがこ
んでいるから、Ｂの部屋のほうがこんでいます。

1　Ａさん…72 m、Ｂさん…75 m
2　Ｂさん
3　道のり、時間

1　Ａさん…360 / 5 = 72（m）
　　Ｂさん…600 / 8 = 75（m）
2　1分間あたりに進む道のりが長いほうが速いで
す。

1　時速
2　分速
3　秒速

（例） 1分間あたりにコピーできるまい数

式　30 * 8 = 240 答え　240 m 道のり = 速さ * 時間　で求めるよ。

式　300 / 75 = 4 答え　4時間 時間 = 道のり / 速さ　で求めるよ。

式　1460000 / 828 = 1763.2…
答え　約 1800人

 人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど
は、ふつうは1km#あたりの人口で

表し、四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
して、上から2けたのがい数

にするよ。

式　（例） 1 aあたりのとれた小麦の重さは、
　　Ａ…770 / 25 = 30.8
　　Ｂ…567 / 18 = 31.5 答え　Ｂの畑

1　320 m
2　式　320 / 16 = 20（m）
　　　　20 * 60 * 60 = 72000（m）
　　　　72000 m = 72 km

答え　時速 72 km

1　鉄橋を通
つう
過
か
するときの列車の位置は、次のよう

になります。

鉄橋を通過する間に、列車が進む道のりは、
鉄橋の長さ + 列車の長さ
 = 240 + 20 * 4
 = 320（m）

㋑ ㋐ 12 * (60 * 3)
　
㋑ (12 * 60) * 3

84〜85ページ
1 1

2 2

3

4

5 5

66 6

7 7

8

9

9

10 10

分分速に変える式

秒速 単位を秒に変える式
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四角形と三角形の面積

2、3、2、3、6
1　5、6、5、6、30　　2　6、3、6、3、18　　3　2、5、2、5、10

1　（例）たて…4 cm、横…3 cm
2　12 cm#

1　9 cm#　　 2　60 cm#　　3　40 cm#
4　24 cm#　　5　65 cm#　　6　8 cm#

（例） 3つとも、底辺が 2 cm、高さが 4.5 cmだ
から。 2　底辺を 10 cmとすると、高さは 6 cmだから、

　　10 * 6 = 60（cm#）
5　底辺を 5 cmとすると、高さは 13 cmだから、
　　5 * 13 = 65（cm#）

12 cm# ㋘と㋙の高さは等しく、底辺の長さは、

2 / 8 = 4
1  だから、面積も 4

1  になります。

平行四辺形の面積は、形の特徴を生かして長方形に形を変えることで求められることをおさえてお
きましょう。

2  の平行四辺形を方
ほう
眼
がん
用紙にかいて、長方形に形を変えてみよう。

4、2、4、2、4
1　5、4、5、4、10　　2　12、5、12、2、30　　3　6、8、6、8、2、24

1　（例）底辺…5 cm、高さ…4 cm
2　10 cm#

1　75 cm#　　2　10.5 cm#　　3　24 cm#
4　10 cm#　　5　16 m# 6　21 cm#

（例） 3つとも、底辺が 3 cm、高さが 5.5 cmだ
から。

1　

2　底辺を 7 cmとすると、高さは 3 cmだから、
　　7 * 3 / 2 = 10.5（cm#）
5　底辺は 4 m、高さは 8 mだから、
　　4 * 8 / 2 = 16（m#）

15 cm# ㋘と㋙の高さは等しく、底辺の長さは、
6 / 2 = 3（倍）だから、面積も 3倍になります。

三角形の面積は、平行四辺形や長方形の面積を半分にすることで求められることをおさえておきま
しょう。

2  の三角形を方眼用紙にかいて、もとにする平行四辺形の形をつくってみよう。

13
86ページ

1
2

87ページ
1

2

3

1

2 平行四辺形の面積=底
てい
辺
へん

*高
たか
さ だよ。

4 4

88ページ
1
2

89ページ
1

2

3

1

2 三角形の面積=底辺*高さ/ 2だよ。

4 4
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1　10　　2　4　　3　6 　　4　10　　5　4 　　6　32
1　20　　2　8　　3　20　　4　2 　　5　80

1　底辺…10 cm、高さ…4 cm
2　20 cm#

1　9 cm#　　2　18 cm#　　3　30 cm#

2　上底は 3 cm、下底は 6 cm、高さは 4 cm
　だから、(3 + 6) * 4 / 2 = 18(cm#)

1　たて…4 cm、横…7 cm
2　14 cm#

上の右の図のように考えると、たて 2 cm、横 7 cm
の長方形の面積と等しくなります。

1　75 cm#　　2　32 cm#　　3　30 cm#

2  の台形を方
ほう
眼
がん
用紙にかい

て、もとにする平行四辺形をつくってみよう。
2　対角線の長さが 8 cmの正方形です。
　　8 * 8 / 2 = 32(cm#)

11　6　 　2　□  　　3　○
24　6　 　5　3 　　6　2 　　7　9　　8　6　　9　4　　0　2　　Q　12
　W　9　 　E　12　　R　15　　T　18
3Y　比

ひ
例
れい
　　4U　6

1　8* □ / 2 = ○
2　（左から順に）4、8、12、16、20、24、
　　28、32
3　比例している。
4　9倍

1㋐　4.5 * 1.5 / 2
　㋑　4.5 * 3 / 2
2　2倍

3

　□が 2倍、3倍、…になると、それに
ともなって○も 2倍、3倍、…になるとき、
○は□に比例するというよ。

4　底辺を8 cmと決めて、高さが、27 / 3 = 9（倍）
になるから、面積も 9倍になります。

2　底辺が等しく、高さが、3 / 1.5 = 2（倍）にな
るから、面積も 2倍になります。

90ページ
1
2

91ページ
1 1

2 2 台形の面積=（上
じょう
底
てい

+下
か
底
てい
）*高さ/2だよ。

3 3

4 4 　ひし形の面積
=一方の対角線*もう一方の対角線/ 2
対角線が垂

すい
直
ちょく
に交わる四角形にも使えるよ。

92ページ
1

93ページ
1

2

1 2倍

2倍

2倍

2倍

4倍

4倍

3倍

3倍

高さ□（cm） 1 2 3 4 5 6 7 8
面積○（cm#）4 8 12 16 20 24 28 32

2
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1　長方形Ｆ
エフ
Ｂ
ビー
Ｃ
シー
Ｅ
イー

2㋐　底辺　　㋑　高さ
2　長方形ＦＢＣＥの横（辺ＢＣ）とたて（辺ＥＣ）は、
それぞれ平行四辺形Ａ

エー
ＢＣＤ

ディー
の底辺と高さになり

ます。
1　2

1 （半分）

2㋐　底辺　　㋑　高さ　　㋒　2

2　平行四辺形ＡＢＣＤの底辺（辺ＢＣ）は、三角形
ＡＢＣの底辺です。

 　また、辺ＡＤと辺ＢＣは平行だから、平行四辺
形と三角形の高さは等しくなります。

1　式　9 * 6 = 54 答え　54 cm#
2　式　5 * 8 / 2 = 20 答え　20 cm#
3　式　(8 + 12) * 7 / 2 = 70 答え　70 cm#
4　式　5 * 8 / 2 = 20 答え　20 cm#
5　式　8 * 12 / 2 = 48  答え　48 cm#

1　底辺を 9 cmとすると、高さは 6 cmです。
2　底辺を 5 cmとすると、高さは 8 cmです。

1　10 * □ / 2 = ○
2　（左から順に）5、10、15、20、25
　　比例している。

2　1でつくった式の□に 1、2、3、…と順に数
をあてはめます。

 　□が 1のとき、10 *1 / 2 = 5
 　□が 2のとき、10 * 2 / 2 = 10
 　　　 …　　　　　　　 …
 　□（高さ）が 2倍、3倍、…になると、それに 
ともなって○（面積）も 2倍、3倍、…になるので、
○は□に比例しています。

㋐

式　（例）9 * 8 = 72
　　12 * □ / 2 = 72
　　12 *  □ = 72 * 2 

□ = 144 / 12 
　 = 12  答え　12 cm

2
1 （半分）

㋐　 2つの三角形に分けると、
  (10 * 3 / 2) * 2

㋑　 長方形の半分とみると、
  (6 * 10) / 2

㋒　 長方形に形を変えると、
  (6 / 2) * 10

まず、平行四辺形の面積を求めます。
三角形の高さを□ cmとして、面積を求める式をつ
くります。

面積の等しい三角形に変えていきます。

まちがえた問題をもう1回
やってみよう。

94〜95ページ
1 1

2 2

3 3

　高さは、底辺に垂
すい
直
ちょく
な直線の長さのこと

だよ。まず、どの辺を底辺とするか決めよう。

平行四辺形の面積 = 底辺 * 高さ
三角形の面積 = 底辺 *高さ / 2
台形の面積 = （上底 + 下底） * 高さ / 2
ひし形の面積
 = 一方の対角線×もう一方の対角線 / 2

4 4

5

66

7

5

6

7 底辺の長さが等しく、高さも等しければ、
三角形の面積は等しくなるよ。
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割合

1　3、5、0.6、0.6
2　3、6、0.5、0.5
100、10、1、100、100
1　8　　2　47　　3　120　　4　0.24　　5　0.007

式　サッカー…16 / 20 = 0.8
　　パソコン…18 / 15 = 1.2
 答え　サッカー…0.8、パソコン…1.2

 

サッカー

　

パソコン

　

式　18 / 90 = 0.2 答え　20%

百
ひゃく
分
ぶん
率
りつ
は、もとにする量を 100とみた割合

の表し方だから、割合の 1は、100%だね。

1　3 %　　  2　48 %　　 3　50 %
4　175 %　　5　110 %　　6　80.5 %

割合の 1が 100%だから、小数の割合に
100をかければ、百分率で表せるね。

5　1.1 * 100 = 110（%）
6　0.805 * 100 = 80.5（%）

1　0.95　　2　0.06　　 3　0.8
4　1.7　　 5　0.213　　6　0.002

6　0.2 / 100 = 0.002

まちがえた問題をもう1回やってみよう。

14
96ページ

1

2

97ページ
1 1  割

わり
合
あい

=比
くら
べられる量 /もとにする量だよ。

2 2

3 3 割合を表す数 百分率
1 100　%
0 1 10　%
0 0 1 1　%
0 0 0 1 0.1 %

4 4 100%が割合の1だから、百分率を100で
われば、小数で表せるね。
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1　0.15　　2　380 　　3　0.15 4　57 　　5　57
1　0.26　　2　0.26　　3　650　　4　650　　5　0.26　　6　2500　　7　2500
㋐1　0.15　　2　75  　　3　75  　　4　425
㋑5　100 　　6　0.15　　7　0.15　　8　425

式　120 * 0.85 = 102 答え　102個
こ

 

85 %は、小数で表すと 0.85です。

　

式　2500 * 0.8 = 2000
　　2500 - 2000 = 500
答え 　（代金は）2000円（で）、500円（安く買っ
た。）

80 %は、小数で表すと 0.8です。

　

式　（例）□ * 1.2 = 78
　　□ = 78 / 1.2
　　　 = 65 答え　65人

120 %は、小数で表すと 1.2です。
もとにする量は、6年生の人数です。

　

式　（例）□ * 0.77 = 100
　　□ = 100 / 0.77
　　　 = 129.8… 答え　およそ 130 g

77 %は、小数で表すと 0.77です。
もとにする量は、白米の重さです。

　

1　式　3400 * 0.2 = 680
　　　　3400 - 680 = 2720
 答え　2720円
2　式　3400 * (1 - 0.2) = 2720
 答え　2720円

20 %は、小数で表すと 0.2です。
もとにする量は、もとのねだんの 3400円です。
1　安くなった金

きん
額
がく
は、3400円の 20%にあた

ります。
2　代金は、3400円の 100 - 20 = 80（%）に
あたります。

　

式　200 * 0.3 = 60　　200 + 60 = 260
　　（200 * (1 + 0.3) = 260）
 答え　260円

30 %は、小数で表すと 0.3です。
もとにする量は、仕入れのねだんの 200円です。

　

もとにする量を1とみたとき、比べられる量がどれだけにあたるかを表すのに、割合が使われます。
割合を表す百分率や歩合は、日常ではよく使われますので、割合と、もとにする量、比べられる量の関係を、生活場面を
通じてしっかりと学習させておきましょう。

それぞれの問題で、比べられる量と、もとにする量を書き出してみよう。

98ページ
1
2
3

99ページ
1 1  比べられる量 =もとにする量 *割合だよ。

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6
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1　もとにする量…200 g
　　比

くら
べられる量…32 g

　　割
わり
合
あい
…0.16

2　比べられる量、もとにする量

1　もとにする量を 1とみます。

1　12 %　　2　140 %　　3　38.5 %

3　0.385 * 100 = 38.5（%）

1　0.9　　2　1.05　　3　0.072

3　7.2 / 100 = 0.072

1　60 %
2　120人
3　40 m#

1　48 / 80 = 0.6　0.6 * 100 = 60（%）
2　40 / 100 = 0.4　300 * 0.4 = 120（人）
3　花だんの面積を□m#とすると、
　　□ * 0.3 = 12　□ = 12 / 0.3 = 40（m#）

式　27 / 164 = 0.164…
 答え　およそ 16 %

四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
して上から 2けたのがい数で表すから、

上から 3けための数字を四捨五入します。

式　4500 * 0.85 = 3825 答え　3825円 85 %は小数で表すと 0.85です。

式　400 * 1.1 = 440 答え　440人 110 %は小数で表すと 1.1です。

式　（例）学校全体の児童数を□人とすると、
　　□ * 0.04 = 18
　　□ = 18 / 0.04
　　　 = 450 答え　450人

式　3800 * 0.25 = 950
　　3800 - 950 = 2850
　　（3800 * (1 - 0.25) = 2850）
 答え　2850円

式　120 * (1 + 0.25) = 150
　　（120 * 0.25 = 30　120 + 30 = 150）
 答え　150円

もとにする量 * 割合 =比べられる量を使って、式
をつくります。

安くなった金
きん
額
がく
は、3800円の 25 %で小数で表

すと 0.25にあたります。
よって代金は、もとのねだんの 75 %で小数で表
すと 0.75になります。

売るねだんは、仕入れのねだんの 100 %に利
り
益
えき

を 25 %加えたものだから、小数で表すと 
1 + 0.25にあたります。
120 * (1 + 0.25) = 150（円）
また、利益を求めて、仕入れのねだんにたす求め方
もあります。
利益は、仕入れのねだんの 25 %だから、
120 * 0.25 = 30（円）
売るねだんは、120 + 30 = 150（円）

割合を活用した事例は日常生活のいたる所で見られます。これらを題材にした問題を、子どもたち
といろいろ出し合って、話し合ってみるとよいでしょう。

まちがえた問題をもう1回やってみよう。

100〜101ページ
1 1

2 2 割合の 1が 100%だから、小数の割合に
100をかければ、百

ひゃく
分
ぶん
率
りつ
で表せるね。

3 3 100%が割合の1だから、百分率を100で
われば、小数で表せるね。

4 4

5 5

66 6

7 7

8

9

10

8

9

10
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帯グラフと円グラフ

11　75　　2　40　　3　35
24　40　　5　10　　6　40　　7　10　　8　4
1　12　　2　120　　3　10　　4　5　　5　120　　6　4

1　26 %　　2　およそ 2
1　　3　およそ 2倍

1　22 %　　2　4倍
表　（上から順に）40、25、14、8、13

2　ふくし費
ひ
と土木費をあわせると、

　　47 %　 　約 50 %
3　土木費は、47 - 26 = 21（%）
　　衛

えい
生
せい
費は、70 - 60 = 10（%）

　　土木費は、衛生費の 21 / 10 = 2.1（倍）です。

1　西町は、54 - 32 =22（%）
2　東町は 32 %
　　北町は、78 - 70 = 8（%）
　　東町は、北町の 32 / 8 = 4（倍）です。

表の百分率は、一の位までのがい数にします。
33 / 80 = 0.4125    41 %   40 %
20 / 80 = 0.25    25 %
11 / 80 = 0.1375    14 %
6 / 80 = 0.075     8 %
10 / 80 = 0.125    13 % 
 計  101%   100 %
合計を 100 %にするために、割合のいちばん大
きい校庭を 1 %減

へ
らします。

それぞれの割合を見やすくするために、帯グラフや円グラフで表すことがあります。日常の場面で
よく見られますので、見方やかき方をしっかり学習させておくことが大切です。

1  2について、帯グラフや円グラフからそれぞれの割合を調べてみよう。

⑴　3　　⑵　15、15　　⑶　12、18、18、12、1.5　　⑷　6
⑸　40、0.4、48、35、140、0.35、49

1　Ａ
エー
村…20 %、Ｂ

ビー
村…25 %

2　およそ 4
1

1　帯グラフから、Ａ村は、60 - 40 = 20（%）
　Ｂ村は 45 - 20 = 25（%）です。
2　Ｂ村の果じゅ園の割合は、69 - 45 = 24で 
およそ 25 %です。

15
102ページ

1

2

103ページ
1

2
3

1

2

3

104ページ
1

105ページ
1 1

23/12/05 ぴったり _東書算数５年 _解答

抜校



40

3　Ａ
エー
村

4　Ａ村…4 km#、Ｂ
ビー
村…12.5 km#

5　5倍
6　考えは　正しくない。
　　 理由…（例）Ａ村の面積は 20 km#で、水田
の割合は 40 %だから、20 * 0.4 = 8（km#）

　　 Ｂ村の面積は 50 km#で、水田の割合は
20 %だから、50 * 0.2=10（km#）

　　 割合はＡ村のほうが大きいが、面積はＢ村の
ほうが大きいので、考えは正しくない。

3　帯グラフは、横の長さが長いほうが割合が大き
いので、たてにならべた帯グラフを利用すると、
かん単に割

わり
合
あい
を比
くら
べることができます。

　　帯グラフで、Ａ村のほうが横が長くなっていま
す。

4　Ａ村は全体が 20 km#で、畑の割合は 20 %
だから、
　　20 * 0.2 = 4（km#）
　　Ｂ村は全体が 50 km#で、畑の割合は 25 %
だから、
　　50 * 0.25 = 12.5（km#）
5　割合は、水田は 40 %、たく地は 8 %だから、
水田は、たく地の 40 / 8 = 5（倍）です。

6　割合は、全体をもとにして各部分を比べたもの
なので、全体の面積がちがうＡ村とＢ村を、割合
だけで比べることはできません。

帯グラフをたてにならべると、それぞれの割合を比べやすいことがわかります。そのとき、全体や
部分の数量もきちんと確かめていくように指導しましょう。

Ａ村とＢ村について、それぞれの土地利用の面積を求めてみよう。

1　53 %　　2　およそ 4
1　

1　17 %　　2　2.2倍

1　Ａ小学校…30 %、Ｂ小学校…22 %

2　およそ 5
1　　3　3.5倍

4　記号…あ
　　 理由…（例）Ａ小学校の物語の数は、4000
さつの 35%だから、

　　4000 * 0.35 = 1400（さつ）
　　 Ｂ小学校の物語の数は、3500さつの 40%
だから、3500*0.4=1400（さつ）

　　2つの小学校の物語の数は同じ。

2　バスとトラックをあわせると、
　　80 - 53 = 27（%）

　　およそ 25 %とみて、25 / 100 = 4
1

2　カレーライスの割合は 33 %、シチューの割合
は 15 %だから、33 / 15 = 2.2（倍）

割合の大きい順に、各部分をそれぞれの百
ひゃく
分
ぶん
率
りつ
にし

たがって区切ります。
「その他」は最後に入れます。

表の日数順ではなく、割合の大きい順に、それぞれ
の百分率にしたがって区切っていきます。

2　Ｂ小学校の伝記の割合は 22 %だから、およ
そ 20 %とみます。

3　Ａ小学校の物語の割合は 35 %、図かんの割
合は 10 %だから、
　　35 / 10 = 3.5（倍）
4　割合は、部分と全体、部分どうしを比べるもの
です。全体の本の数がちがうので、2つの学校の
物語の数を、割合で比べることはできません。
　　2つの帯グラフから、それぞれの学校の「全体
の本の数」と物語の「割合」を読み取って、物語の
数をそれぞれ求めて比べます。

106〜107ページ
1

2
3

4

5

1

2

3

4

5
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変わり方調べ

1　30　　2　1　　3　30　　4　1　　5　2　　6　30　　7　61　　8　1　　9　2

1㋐　2　　 ㋑　9　　㋒　11　　㋓　3
　㋔　29　　㋕　3　　㋖　1 　　㋗　61
2　（例） 3 + 2 * (□ - 1) = ○

2　1で求めた式　3 + 2 * (30 - 1) = 61に□と
○をあてはめます。

1　（左から順に）4、7、10、13、16、19
2　（例） 3本ずつ増

ふ
える。

3　（例） 1 + 3 * □ = ○
4　式　（例） 1 + 3 * 40 = 121
 答え　121本

1　（左から順に）16、28、40、52、64
2　（例）16 + 12 * (□ - 1) = ○
3　式　（例）16 + 12 * (21 - 1) = 256
 答え　256 cm#

1

　 　　　
　 12cm#増える。　　　 12cm#増える。
 16　　　 16 + 12　　　　　　　  16 + 12 + 12

　　色紙の数 □（まい）1 2 3 4 5
できた形の面積 ○（cm#）16 28 40 52 64

2　1より、16 + 12 * (□ - 1) = ○
　右の図のように考えて
　　4 + 12 * □ = ○
　と表すこともできます。

この単元で取り上げた事例のよ
うに、身のまわりのちょっとした素材を使うことで数学
的な考える力をのばすことができます。このとき、図や
表を使って調べさせるようにしましょう。何通りかの調
べ方を考えさせることも大切です。また、このような取
り組みを、いろいろな図形について行わせてみましょう。

1  2 について、別の考え方
でやってみよう。

正多角形と円周の長さ

等しく、等しい、正九角形
1　60　　答え　　　　　　　　　　2　半径　　答え　

　

16
108ページ

1

108ページ
1 1

109ページ
1

2 2

17
110ページ

1
2
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1　正七角形　　2　正十角形 頂
ちょう
点
てん
の数を数えます。

1　正多角形と　いえない
　　理由…（例）角の大きさが等しくないから。
2　正多角形と　いえない
　　理由…（例）辺の長さが等しくないから。

1　120&　　2　40&

1　円の中心のまわりの角を 3等分しています。
2　円の中心のまわりの角を 9等分しています。
円の中心のまわりの角を 12等分するので、
360 / 12 = 30

正多角形をかくには、円の中心
のまわりの角を等分して半径をかき、円と交わった点を
頂点として、これらを結びます。円を利用することを気
づかせるとよいでしょう。

1 について、正十角形をか
いてみよう。

　

1　6、3.14、18.84　　
21　2　　2　10　　3　10　　4　3.14　　5　31.4
1　比

ひ
例
れい
　　2　2、2

約 3.14倍

1　28.26 cm　　2　50.24 cm
3　188.4 cm

約 6.4 cm

14.28cm

1　（左から順に）6.28、12.56、18.84、
　25.12、31.4、37.68、43.96
2　比例している。
3　3倍

円周率 3.14は円周を求める計
算だけではなく、6年生で学習する円の面積を求める計
算でも使います。円周の長さは直径の長さの何倍になっ
ているか、身近にあるいろいろな大きさの円で調べてみ
ると理解が深まります。

まちがえた問題をもう1回
やってみよう。

42.4 / 13.5 = . 03 14  …

1　9 * 3.14 = 28.26（cm）
2　直径は、8 * 2 = 16（cm）だから、
　　16 * 3.14 = 50.24（cm）
3　60 * 3.14 = 188.4（cm）
直径の長さを□ cmとすると、
□ * 3.14 = 20
□ = 20 / 3.14
　 = 6.36…
直径は、4 * 2 = 8（cm）
8 * 3.14 / 4 + 4 * 2 = 14.28（cm）
　 

2

　　半径が 2倍、3倍、…になると、それにともなっ
て円周も 2倍、3倍、…になるので、円周は半
径に比例しています。

3　半径が、18 / 6 = 3（倍）になるので、円周も
3倍になります。

111ページ
1 1

2

3

2 正多角形は、辺の長さがすべて等しく、角
の大きさもすべて等しい多角形だよ。

3

4

4

112ページ
1

2

113ページ
1

2

3

4

5

1

2  円周 = 直径 * 円
えん
周
しゅう
率
りつ
（3.14）だよ。

3

4

曲線部分 4
1

円周のd n 直線部分（半径 2つ分）

5

半径（cm） 1 2 3 4
円周（cm）6.28 12.56 18.84 25.12

2倍 2倍
3倍

3倍
2倍 2倍
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3.14、円周率（3.14）
1　円の中心のまわりの角を 6等分します。
2　6つの合同な正三角形に分けられます。

円の直径を□mとすると、
□ * 3.14 = 628
□ = 628 / 3.14 = 200
直径が 200 mなので半径は、200 / 2 = 100（m）

1　60&　　2　5 cm

1　式　7 * 3.14 = 21.98 答え　21.98 cm
2　式　15 * 2 = 30
　　　　30 * 3.14 = 94.2 答え　94.2 cm
100 m

1　□ * 3.14 = ○
2　比例している。

2　直径の長さが 2倍、3倍、…になると、それ
にともなって円周の長さも 2倍、3倍、…にな
るので、円周の長さは直径に比例しています。

1　72&　　2　 1　円の中心のまわりの角を 5等分するので、
　　360 / 5 = 72

式　10 * 3.14 / 2 + 5 * 3.14 + 10 = 41.4
 答え　41.4 cm

曲線部分は、直径 10 cmの円の円周の半分と直径 
5 cmの円の円周です。直線部分は、直径の 10 cm 
です。
次のように考えることもできます。
直径 10 cmの円の円周は、直径 5 cmの円の円周
の 2倍だから、直径 10 cmの円の円周の半分は、
直径 5 cmの円の円周と等しくなります。
このことから、5 * 3.14 * 2 + 10 = 41.4（cm）

同じ
理由　（例）Ａ

エー
…1 * 3.14 = 3.14（km）

　　　　　Ｂ
ビー
…0.5 * 3.14 * 2 = 3.14（km）

どちらのコースも 1周の長さが 3.14 kmだから。

次のように考えることもできます。
　1 * 3.14　 　Ａコースの 1周の長さ
= (0.5 *2) * 3.14
= 0.5 * 3.14 * 2　 　Ｂコースの 1周の長さ

角柱と円柱

1　長方形　　2　3、4、5
1　円　　　　2　平行、合同（または、合同、平行）

1　四角柱　　2　円柱

1　平行　　2　垂
すい
直
ちょく

3　長方形、正方形（または正方形、長方形）
4　曲面

1　底
てい
面
めん
が四角形で、平面だけで囲

かこ
まれています。

2　底面が円で、側
そく
面
めん
が曲

きょく
面
めん
になっています。

114〜115ページ
1

2

3  円周 = 直径 * 円周率（3.14）だよ。

4

2

3

4

5 5

6 6

67 7

8 8

18
116ページ

1
2

117ページ
1

2

1
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1　三角形　　2　三角柱　　3　㋒ 角柱の 2つの底面は平行で、
合同になっていることから、
底面は三角形Ａ

エー
Ｂ
ビー
Ｃ
シー
と三角形

Ｄ
ディー
Ｅ
イー
Ｆ
エフ
です。

問題の図は、右の図のような
三角柱を、たおしたものです。

1　
　　　　　　　　　　　　　

2　
　　

身のまわりのものから角柱や円
柱の形をしたものをさがして、底面、側面、高さについ
てしっかりおさえておきましょう。この内容は、6年生
の角柱や円柱の体積の学習につながっていきます。

身のまわりの角柱や円柱の
形をしたものの見取図をかいてみよう。

5　（例）　
　　　　　

1　長方形　　2　4　　3　円周　　4　3.14　　5　18.84

1　三角柱　　2　4 cm　　3　点Ｇ
ジー
、点Ｊ

ジェー
組み立てると、右の図
のような三角柱になり
ます。

1　三角柱　　2　3 cm
3　（例）　

3 3

4 4 見えない部分は点線でかこう。
辺の平行や垂

すい
直
ちょく
の関係に注意してかこう。

118ページ
1

2

119ページ
1 1

2
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1　5、9.42、長方形
2　（例）　

1　展開図の側面の長方形で、
　　たて…円柱の高さの 5 cm
　　横…底面の円周の長さに等しいから、
　　　3 * 3.14 = 9.42（cm）

角柱や円柱の展開図をかいたり、
展開図から角柱や円柱を組み立てることで、立体図形の
見方がひろがります。特に円柱では、展開図を組み立て
ることで、側面となる長方形の横の長さが、底面の円周
になることが実感できます。

展開図をかく問題について、
解答したもの以外の展開図をかいてみよう。

1　底面　　2　側面　　3　高さ
㋐の名前…六角柱　　㋑の名前…円柱

1　5　　 2　4　　 3　6　　
4　10　　5　12　　6　15　　

側面の数…底面の辺の数に等しい。
頂
ちょう
点
てん
の数…（底面の頂点の数） * 2

辺の数…（底面の辺の数） * 3

1　平行、合同　　2　垂直　　3　曲面

 1　　　　　　　　　　　2　

展開図をかいたら、重なる辺の長さが等しくなって
いるか確

たし
かめましょう。

1　長方形　　　
2　6.28 cm
3　（例）右の図

2　底面の円周の長さに等しいから、
　　2 * 3.14 = 6.28（cm）

1　2 cm
2　たて…4 cm　　横…12.56 cm

2　側面となる図形は長方形です。
　　たては、円柱の高さに等しいから、4cm
　　横は、底面の円周の長さに等しいから、
　　4 * 3.14 = 12.56（cm）

3 3

120〜121ページ
1

2 2

3

4 4 見えない部分は点線でかこう。
辺の平行や垂直の関係に注意してかこう。

5 5

6 6

7 7
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考える力をのばそう

1　㋐
2　100 %にあたるもの…増

ぞう
量
りょう
前のお茶の量

　　増量後のお茶の量…112 %
　　その割

わり
合
あい
…1.12

3　㋐　280　　㋑　1
4　式　（例）□ * 1.12 = 280
　　　　□ = 280 / 1.12
　　　　　 = 250 答え　250 ml

2　増量前のお茶の量をもとにするから、これが
100 %にあたります。
　　増量後のお茶の量は、これに 12 %を加えた

112 %にあたります。
3　

4　増量前のお茶の量 * 割合 = 増量後のお茶の量
1　軽量化後の手帳の重さ…84 %
　　その割合…0.84
2　㋑
3　式　（例）□ * 0.84 = 126
　　　　□ = 126 / 0.84
　　　　　 = 150 答え　150 g

1　もとにするものは、軽量化前の手帳の重さ 
(100 %)で、軽量化後の手帳の重さは、そこか
ら 16 %をひいた 84 %にあたります。

3　軽量化前の手帳の重さ * 割合
　　= 軽量化後の手帳の重さ

㋐　3060　　㋑　0.85
式　（例）□ * 0.85 = 3060
　　□ = 3060 / 0.85
　　　 = 3600 答え　3600円

　

りんご１箱のねびき前のねだん * 割合
= ねびき後のねだん

割合の単元で、もとにする量を1とみたとき、比べられる量がどれだけにあたるかを表す学習をし
ましたが、ここでは、もとにする量の求め方を重点的に学習しています。問題をよく読み、考えをめぐらしながら、深い
学びにつなげていくとよいでしょう。

5年のふくしゅう

1　10倍
2　0.743
3　偶

ぐう
数
すう
…2、14、38

　　奇
き
数
すう
…3、9、101、483

4　42、84、126
5　1、2、5、10

6　8
3

7　12
5  時間

8　6
5 分

9　3.4
0　5 * 1.12

1　　　　　　　
2　

4　21の倍数　　21、42、63、84、…
　　14の倍数　　 ×　 ○　 ×　 ○

　  公倍数は、最小公倍数の倍数だね。

5　20の約数　　1、2、4、5、10、20
　　30の約数　   ○  ○  ×  ○　 ○　 ×

7　1時間= 60分だから、25分= 60
25  時間

8　1分= 60秒だから、50秒= 60
50  分

9　3 5
2 3 5

2= +

　　5
2  = 2 / 5 = 0.4だから、3 5

2  = 3.4

　　また、3 5
2

5
17=  = 17 / 5=3.4

もとにする大きさに注目して　 122〜123ページ
1 1

2 2

3 3

124ページ
1 1

0.74310
1

10倍

10倍100
1 100倍

74.3
7.4310

1
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1　12
13 1 12

1
d n 2　18

11

3　3 15
13

15
58
d n 4　2 8

3
8

19
d n

3
　

　　1 5
1 2 3

2
5
6

3
8

15
18

15
40

15
58+ = + = + =

4　3 2
1 1 8

1 3 8
4 1 8

1 2 8
3- = - =

　　3 2
1 1 8

1
2
7

8
9

8
28

8
9

8
19- = - = - =

1　20.5　　2　0.6804
3　6.5　　 4　0.75

1　　　　　　　　　　　　4　　

1　1.5　　2　2.2
1　5.4 / 3.7 = .1 45

5
…

2　19.3 / 8.6 = .2 24…
式　950 * 0.7 = 665 答え　665 g

　
式　13.5 / 1.2 = 11あまり 0.3
 答え　11本できて、0.3 mあまる。

商は一の位まで求めて、あまりも出します。

1　式　7 * 4 / 2 = 14 答え　14 cm#
2　式　8 * 8 = 64 答え　64 cm#
3　式　(4 + 12) * 9 / 2 = 72 答え　72 cm#
4　式　6 * 9 / 2 = 27 答え　27 cm#

1　式　9 * 12 * 6 = 648 答え　648 cm$
2　式　（例） 5 * 14 * 14 + 5 * 14 * 6 
　　　　= 1400
 答え　1400 cm$
3　式　（例） 5 * 15 * 15 = 1125
 答え　1125 cm$

2　左と右の直方体に分けて求めます。
　　上と下の直方体に分けて求めると、
　　5 * 14 * 8 + 5 * 28 * 6 = 1400（cm$）
　　大きな直方体から小さな直方体を切り取ると考
えて求めると、
　　5 * 28 * 14 - 5 * 14 * 8 = 1400（cm$）
3　上にとび出した直方体を、下のへこんだところ
に移
うつ
すと、1つの直方体になります。（図 1）

　　たてに 3つに分けると、同じ直方体ができます。
（図 2）
　　(5 * 5 * 15) * 3 = 1125（cm$）
図 1 　　　　　　　　　図 2 

2 2 1 5
1 2 3

2 1 15
3 2 15

10 3 15
13+ = + =

3 3

1
2

*
4
6
0.

8.
2.
1
4
5

2
5
0

0

1けた
1けた

2けた

）3.2 2.
2

0.
4
2
1
1

7
0
4
6
6

5

0
0
0

4
4

5 5

6 6

125ページ
1 1 次の公式を使って求めよう。

　三角形の面積=底辺*高さ/ 2
　平行四辺形の面積=底辺*高さ
　台形の面積=（上底+下底）*高さ/ 2
　ひし形の面積
　=一方の対角線*もう一方の対角線/ 2

2 2  直方体の体積=たて*横*高さ
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辺Ｂ
ビー
Ｃ
シー

1　式　360 - (50 + 70 + 135) = 105
 答え　105&
2　式　180 - (30 + 70) = 80
　　　　180 - 80 = 100 答え　100&

1　10等分
2　式　360 / 10 = 36 答え　36&

次のようにして、正十角形をかきます。

　　　

式　3.5 * 2 = 7
　　7 * 3.14 = 21.98 答え　21.98 cm

1　比例している。
2　比例していない。

1　

□ cmが 2倍、3倍、…になると、○ cm$も
2倍、3倍、…になっています。

2　□人が 2倍、3倍、…になっても、○mは 2倍、
3倍、…になっていません。

式　(80 + 20 + 30 + 50 + 0 + 40 + 60) / 7
　= 40 答え　40分間

式　（8.7 + 9.2 + 8.9 + 8.8 + 8.9） / 5 
　= 8.9 答え　8.9秒

式　1490000 / 2282 = 652.9…
　　3690000 / 7777 = 474.4…
 答え　沖縄県

人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど
（1 km#あたりの人口）を求めて比

くら
べます。

上から 2けたのがい数で表すと、1 km#あたりに、
沖縄県は約 650人、静岡県は約 470人住んでい
ることになります。

1　180 km
2　秒速 5 m
3　72 km

1　60 * 3 = 180（km）
2　125 / 25 = 5（m）
3　1.5 * 48 = 72（km）

3 3 合同な三角形をかくのに必要な長さや角度
・2つの辺の長さとその間の角の大きさ
・ 1つの辺の長さとその両はしの 2つの
角の大きさ
・3つの辺の長さ

4 4 三角形の 3つの角の大きさの和は 180&、
四角形の 4つの角の大きさの和は 360&だよ。

5 5

6 6  円周=直径*円
えん
周
しゅう
率
りつ
（3.14）だよ。

126ページ
1 1

横の長さ □（cm） 1 2 3 4
体積 ○（cm$） 54 108 162 216

2倍
3倍

3倍
2倍

2 2  平
へい
均
きん

=合計/個
こ
数
すう
　だよ。

3

4 4

5 5
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1　9
2　40

1　1時間は 60分なので、
　　150 * 60 = 9000（m）
　　1 km = 1000 mより 9000 mは 9 kmです。
2　1 kmは 1000 mなので、
　　1000 / 25 = 40（秒）

1　0.07　　2　0.2
3　1.73　　4　0.009

1　170　　2　0.63　　3　300 1　6.8 / 4= 1.7 1.7 = 170 %
2　35 % = 0.35　　1.8 * 0.35 = 0.63
3　20 % = 0.2 60 / 0.2 = 300

1　式　14 / 20 = 0.7 答え　70 %
2　式　360 * 0.15 = 54 答え　54人

1 

　 

2 

　 

1　30 %　　2　およそ 2
1 2　スギ…40 %

　　ヒノキ…83 - 70 = 13（%）
　　スギとヒノキをあわせると 53 %だから、約

50 %とみます。

1　45%　　2　12%　　3　2倍 2　帯グラフの 65 %から 77 %までが野菜の重
さの割合なので、77 - 65 = 12（%）

3　パンの重さの割合は、65 - 45 = 20（%）
　　魚の重さの割合は、87 - 77 = 10（%）
　　よって、20 / 10=2 2倍

プログラミングを体験しよう！

㋐　10　　㋑　72　　㋒　5 正五角形は、「10 cm進み 72&右に回転する」とい
う作業を 5回くり返すことでかけます。

㋐　3 　　㋑　36　　㋒　10 180&から 144&をひくと 36&になるので、 1 と
同じように考えると、正十角形は、「3 cm進み
36&右に回転する」という作業を 10回くり返すこ
とでかけます。

6 6

127ページ
1 1 100%が割

わり
合
あい

1だから、百
ひゃく
分
ぶん
率
りつ
を 100で

われば、小数で表せるね。
 割合を表す数 1 0.1 0.01
百分率 100 % 10 % 1%

2 2

3 3 割合=比
くら
べられる量/もとにする量 だよ。

比べられる量=もとにする量*割合 だよ。

4
4

5 5

正多角形をかく手順を考えよう　 128ページ
1 1

2 2
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1　100　　2　100 1 　小数や整数を 10倍、
100倍、…すると、  
位は、それぞれ 1けた、
2けた、…ずつ上がり
ます。小数点はそれぞ
れ右に 1けた、2けた、
…うつります。

2　小数や整数を 10
1 、

100
1 、…にすると、

位は、それぞれ 1けた、
2けた、…ずつ下がり
ます。小数点はそれぞ
れ左に 1けた、2けた、
…うつります。

2.8 * 0.9 小数をかけるかけ算では、1より小さい数をかける
と、積はかけられる数より小さくなります。

1　7.56 　　2　21.996
3　0.864　　4　0.294

3　　　　　　　　4

 

1　4 * 8.7 * 2.5
　= 8.7 * 4 * 2.5
　= 8.7 * (4 * 2.5)
　= 8.7 * 10
　= 87
2　9.9 * 18
　=(10 - 0.1) * 18
　=10 * 18 - 0.1 * 18
　=180 - 1.8
　=178.2

1　まず、4と 8.7の順
じゅん
序
じょ
をかえてから、

　（■ * ●） * ▲ = ■ * （● * ▲）の計算のきまりを
使って考えます。

2　まず、9.9 = 10 - 0.1としてから、
　（■ - ●） * ▲ = ■ * ▲ - ● * ▲の計算のきまり
を使って考えます。

小数でわるわり算では、1より小さい数でわると、
商はわられる数より大きくなります。

㋐、㋒

1　3.4  　　　　　2　27
3　4あまり 0.7　　4　3.3

3　　　　　　　　　　4　

1 1

右に2けた
0.905

90.5

9050.

90.5

左に2けた

2 2

3 33

*

.

.
.

0

0

3
5
8

5
1
2
4
6

4
6
4

4 .

*
.
.

0
2
2

0
0
1
8
9

3
8
4
0
4

5
4
0

0
一の位に0を書く。 右はしの0を消す。

4 4

5

5

6 6
）. .

.

4 2 1
1

7
6
0

4
5
8
7

）7.3 2
2

3.
1
2
1

3.
9
9
0
4
5
5

2

0
6
4
1
2

7

0
1
9

3
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48 cm$ 1 cm$の立方体が、1だんめに 4 * 4 = 16（こ） 
ならび、これが 3だんあるので、全部の数は、
16 * 3 = 48（こ）で、48 cm$

1　式　3 * 3 * 3 = 27
 答え　27 m$
2　式　80 * 400 * 60 = 1920000
 答え　1920000 cm$

1　立方体の体積= 1辺 * 1辺 * 1辺
2　直方体の体積=たて*横*高さ
　「cm$」単位で体積を求めるから、4 m = 400 cm
としてから計算します。

式　20 * 45 * 30 = 27000
　　27000 cm$ = 27 l 答え　27 l

この水そうの内のりは、たて 20 cm、横 45 cm、
深さ 30 cmです。まず、何 cm$かを求めます。

三角形Ｃ
シー
Ｄ
ディー
Ｅ
イー

1　（例）

2　（例）

3　（例）

1　比例している。
2　比例していない。

39.751

1　式　9 / 15 = 0.6
 答え　0.6倍
2　式　15 * 0.2 = 3
 答え　3 m

平行四辺形の向かい合った
辺の長さは等しく、2本の
対角線はそれぞれの真ん中
の点で交わります。

1　□ cmが 2倍、3倍、…になると、○ cmも
2倍、3倍、…になっています。

2　□ cmが 2倍、3倍、…になっても、○ cm
は 2倍、3倍、…になっていません。

45より大きく、45にいちばん近い数は、
51.379
45より小さく、45にいちばん近い数は、
39.751
この 2つの数のうち、45との差が小さい数が答え
になります。

1　

2　

式　あいこさんのおこづかいを□ 円とすると、
　　□ * 2.5 = 1500
　　□ = 1500 / 2.5
　　　 = 600
 答え　600円

式　6 * 6 * 3 - 3 * 2 * 3 = 90
 答え　90 cm$

みきさんの考えは、全体からへこんでいるところを
ひいています。

7 7

8 8

9 39

10

11

12

13

14

10

11 かく前に、だいたいの形や大きさを想
そう
像
ぞう
して、

どこからかき始めればよいか考えよう。

12

13

十の位に5、以下小さい順に置く。

十の位に3、以下大きい順に置く。

14

15 15

16 16

解答抜校
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偶
ぐう
数
すう
…2、8、78、210

奇
き
数
すう
…5、31、651

2でわりきれる整数を、偶数といいます。
2でわりきれない整数を、奇数といいます。

1　公倍数…30、60
　　最小公倍数…30
2　公倍数…60、120
　　最小公倍数…60

公倍数は、最小公倍数の倍数になっています。

1　公約数…1、3、7、21
　　最大公約数…21
2　公約数…1、2、3、6
　　最大公約数…6

公約数は、最大公約数の約数になっています。

1　7　　2　13

30
10、18

6 約分して 3
1  になる分数をさがします。

1　>　　2　< 分数を小数で表して、大小を比
くら
べます。

1　4
3  = 3 / 4 = 0.75　だから、0.75 > 0.6

2　23
5  = 23 / 5 = 4.6　だから、4.5 < 4.6

1　15
14　　2　15

7 　　3　1 12
7

12
19
d n

4　1 2
1

2
3
d n　　5　18

11　　6　 ( . )10
1 10

5　 9
1  = 1 / 9 = 0.111…で、小数で表せないの

で、分数にそろえて計算します。

　　 .0 5 9
1

2
1

9
1+ = +

  18
9

18
2= +

  18
11=

6　小数を分数にそろえても、分数を小数にそろえ
てもよいです。

　　分数にそろえる場合、 .5
2 0 3 5

2
10
3- = - 　

　　小数にそろえる場合、 . . .5
2 0 3 0 4 0 3- = - 　

1　80&　　2　105&　　3　40& 三角形の 3つの角の大きさの和は 180&、四角形
の 4つの角の大きさの和は 360&です。
1　180 - (45 + 55) = 80
2　まず、いのとなりの角度を求めます。
　　360 - (130 + 70 + 85) = 75
　　180 - 75 = 105
3　二等辺三角形は、2つの角の大きさが等しいか
ら、180 - (70 + 70) = 40

1 1

2 2

3 33

4
4 ■ / ● = ■●

5 5

6 6

7 7

8 8

解答抜校
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1　9 cm#　　2　20.4 cm#　　3　11 cm# 1　三角形の面積=底辺*高さ/ 2
　　4.5 * 4 / 2 = 9
2　平行四辺形の面積=底辺*高さ
　　3.4 * 6 = 20.4
3　台形の面積=（上底+下底）*高さ/ 2
　　(2 + 3.5) * 4 / 2 = 11

1　式　(42 + 38 + 37 + 39 + 49) / 5 = 41
 答え　41 cm
2　式　(3 + 8 + 6 + 12 + 0 + 4) / 6 = 5.5
 答え　5.5 m

平
へい
均
きん

=合計/個
こ
数
すう
で求めます。

2　0 mもふくめて考えます。

式　480 / 8 = 60
　　350 / 5 = 70
 答え　5個で 350円のみかん
1　式　175 / 35=5
 答え　秒速 5 m
2　式　80 * 4 = 320
 答え　320 km
3　式　1500 / 75 = 20
 答え　20分

1　速さ=道のり/時間
2　道のり=速さ*時間
3　時間=道のり/速さ

2　5
2  =2/5=0.4（倍）1　式　6 / 15 = 15

6  = 5
2  答え　5

2  倍

2　0.4倍
1辺の長さ…40 cm
紙のまい数…15まい

まず、かべの横とたての長さを cmで表します。
2 m = 200 cm　　　1.2 m = 120 cm
同じ大きさの正方形の紙をすきまなくしきつめる。
→正方形の 1辺の長さは 200と 120の公約数
正方形の 1辺の長さをできるだけ長くする。
→ 200 と 120 の　 
　　 　　200と 120の最大公約数→ 40
1辺の長さが 40 cmの正方形の紙は、
かべの横には 200 / 40 = 5（まい）、
かべのたてには 120 / 40 = 3（まい）ならびます。

3倍 底辺の長さが等しい三角形は、高さが 2倍、3倍、
…になると、それにともなって面積も 2倍、3倍、
…になるので、面積は高さに比

ひ
例
れい
します。

高さが、2.4 / 0.8 = 3（倍）なので、面積も 3倍に
なっています。

（例） 1 m#あたりの児童数は、
式　Ａ…970 / 8600 = 0.11…
　　Ｂ…800 / 7890 = 0.10…
  答え　Ｂ（小学校）

ならした 1 m#あたりの児童数が少ないほうがすい
ています。
ならした 1人あたりの面積で比

くら
べると、

Ａ…8600 / 970 = 8.86…
Ｂ…7890 / 800 = 9.86…
ならした 1人あたりの面積が大きい小学校の校庭の
ほうがすいています。

9 9

10 310

11

12 12

1313

14 14

公約数のうち、いちばん大きい数

15 15

16 16

解答抜校
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1　60&　　2　（例） 1　円の中心のまわりの角を 6等分するので、
　　360 / 6 = 60
2　円の中心のまわりの角を 6等分して半径をか
き、円と交わった点を頂

ちょう
点
てん
にします。

　別の考え
　　正六角形の 1つの辺の長さは、円の半径と等
しいということを使って、かくこともできます。

1　直径　　2　3.14 1　円周=直径*円
えん
周
しゅう
率
りつ

2　円周率は、円周の長さが、直径の何倍になって
いるかを表す数です。円周率は約 3.14です。

1　式　2 * 3.14 = 6.28
 答え　6.28 m
2　式　3.5 * 2 = 7
　　　　7 * 3.14 = 21.98
 答え　21.98 cm

2　直径は半径の 2倍だから、3.5 * 2で、まず、
直径の長さを求めます。

1　四角柱　　2　円柱
3　三角柱　　4　六角柱

1　底面が四角形の角柱だから、四角柱です。

2　底面が円で、側面が曲面だから、円柱です。

3　底面が三角形の角柱だから、三角柱です。

4　底面が六角形の角柱だから、六角柱です。

1　七角柱　　2　面Ｈ
エイチ
Ｊ
ジェー
Ｋ
ケー
Ｌ
エル
Ｍ
エム
Ｎ
エヌ
O
オー

3　長方形
1　底面が七角形の角柱だから、七角柱です。
2　角柱の底面どうしは、平行で合同です。
3　角柱の側面は長方形か正方形です。

1　　　　　　　　　　　2　

1　52 %　　　2　70 %
3　65.4 %　　4　125 %

3　0.654 * 100 = 65.4（%）
4　1.25 * 100 = 125（%）

1　0.07　　2　0.13
3　1.35　　4　0.021

3　135 / 100 = 1.35
4　2.1 / 100 = 0.021

1 1

2 2

3 33 円周=直径*円周率（3.14）

4 4

5 5

6 6 見えない部分は点線でかこう。
辺の平行や垂

すい
直
ちょく
の関係に注意してかこう。

7 7 割
わり
合
あい
の 1が 100 %だから、小数の割合に

100をかければ、百
ひゃく
分
ぶん
率
りつ
で表せるね。

8 8 100 %が割合の1だから、百分率を100で
われば、小数で表せるね。

解答抜校
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1　65 %　　2　352 l　　3　180 m# 1　

　　15.6 / 24 = 0.65だから、65 %
2　

　　320 * 1.1 = 352だから、352 l
3　

　　72 / 0.4 = 180だから、180 m#

1　28 %　　2　およそ 5
1 1　伝記は、68 - 40 = 28（%）

2　科学と図かんをあわせると、
　　89 - 68 = 21（%）だから、

　およそ 20 %とみて、 /20 100 5
1=

1　

2　（例）5本ずつ増
ふ
える。

3　6 + 5 * (□ - 1) = ○
　　（または　1 + 5 * □ = ○）

上の表より、6 + 5 * (□ - 1) = ○
また、計算のきまりを使って、1 + 5 * □ = ○
と表せます。

1　式　200 - 170 = 30
　　　　30 / 200 = 0.15
 答え　15 %
2　式　（例）280 * (1 - 0.35) = 182
 答え　182円

1　5年生…10 %
　　6年生…15 %
2　正しい　　正しくない

理由…（例）5年生のねこを飼
か
いたい人の人

数は、200人の 25 %だから、
200 * 0.25 = 50（人）
　6年生のねこを飼いたい人の人数は、
180人の 25 %だから、
180 * 0.25 = 45（人）　
5年生と 6年生のねこを飼いたい人の数は
同じになりません。

1　割合=比
くら
べられる量/もとにする量

　　　　200 - 170 = 30 
　　　　30 / 200 = 0.15
　
2　代金は、100 %（ねびきをする前のねだん）か
ら 35 %をひいた残りの 65 %のねだんになり
ます。
　　このことを小数を使った式で表すと、
　　280 * (1 - 0.35) = 280 * 0.65
　　　　　　　　　　  = 182

　別の考え

　　35 %のねだんを求めて、もとのねだんから
ひきます。
　　280 * 0.35 = 98
　　280 - 98 = 182
1　帯グラフから、5年生は 83 - 73 = 10（%）
　6年生は、75 - 60 = 15（%）です。
2　割合は、部分と全体、部分どうしを比べるもの
です。全体の人数がちがうので、5年生と 6年
生のねこを飼いたい人の数を、割合で比べること
はできません。2つの帯グラフから、それぞれの
学年の「全体の人数」とねこの「割合」を読み取って、
ねこを飼いたい人の数をそれぞれ求めて比べます。

9 9

10
310

11 正六角形の数 □（こ） 1 2 3 4 5
ぼうの数 ○（本） 6 11 16 21 26

11 正六角形の数 □（こ） 1 2 3 4 5
ぼうの数 ○（本） 6 11 16 21 26

5本ずつ増える。

12

13

12

売れ残った品物の数

比べられる量 もとにする量

100 % 35 % 65 %

13

解答抜校
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168　20.634
10.437　220.57　3156

43.25　5　　　　　6　　

　 、2、　　 、　　、0.5

う、あ、い
136　2奇

き
数
すう

16人　
2えん筆…4本、消しゴム…3個

こ

16cm　236 cm#
19 cm$
1三角柱　26cm　312 cm
辺ＡＣ、角Ｂ
108&
500 ml
1式　72/0.08=900　

答え　900 t
2

3

1式　(7+6+13+9)/4=8.75
答え　8.75本

2㋐
1

2○*3.14= 　3比
ひ
例
れい

4短いのは…直線アイ（の長さ）
　わけ…（例）1つの円の円周の長さは
　　　　　　直径の 3.14倍で、直線
　　　　　　アイの長さは直径の3倍
　　　　　　だから。

1小数点を右に2けた移
うつ
します。

2小数点を左に1けた移します。小数点の左に0をつけく
　わえるのをわすれないようにしましょう。
分数をそれぞれ小数になおすと、

　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、

　　=1+1/3=1+0.33…=1.33…

例えば、あ、うの速さを、それぞれ分速になおして比
くら
べます。

あ 15*60=900　分速 900 m
う 60 kmは 60000 mで、60000/60=1000
　分速 1000 m
19と12の最小公倍数を求めます。
2・ 2組の人数は1組の人数より1人多い
・ 2組の人数は偶

ぐう
数
すう
だから、1組の人数は、偶数-1で、

奇数になります。
124と18の最大公約数を求めます。
1台形ＡＢＣＤの高さは、三角形ＡＣＤの底辺を辺ＡＤとしたと
　きの高さと等しくなります。12*2/4=6（cm）　
2(4+8)*6/2=36（cm#）
例えば、右の図のように、3つの
立体に分けて計算します。
あ6*1*1=6（cm$）
い(3+1)*(5-1-1)*1=12（cm$）
う1*1*1=1（cm$）
だから、あわせて、6+12+1=19（cm$）
ほかにも、分け方はいろいろ考えられます。
3ＡＢの長さは、底面のまわりの長さになります。
　だから、5+3+4=12（cm）
辺ＡＣの長さ、または角Ｂの大きさがわかれば、三角形をか
くことができます。
正五角形は5つの角の大きさがすべて等しいので、
1つの角の大きさは、540&/5=108&
これまで売られていたお茶の量を□mlとして式をかくと、
□*(1+0.2)=600
□を求める式は、600/1.2=500
1（比べられる量）/（割合）でもとにする量が求められます。
21組と4組の花だんは面積がちがいます。花の本数でこみ
ぐあいを比べるときは、面積を同じにして比べないと比べ
られないので、㋐はまちがっています。

3「比例の関係」、「比例している」など、「比例」ということば
が入っていれば正

せい
解
かい
です。

4わけは、円周の長さと直線アイの長さがそれぞれ直径の何
倍になるかで比べられていれば正解とします。

1

2

1 1
5
6

5d n 6
1

3 5
2 1 3

1
4
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

米 麦 みかん ピーマン その他 合計

生産量（t） 315 225 180 72 108 900

割合（％）
わりあい

8202535 12 100

ある町の農作物の生産量
農作物の種類

14

15

直径の長さ（○cm）

円周の長さ（　cm）

1 2 3 4

3.14 6.28 9.42 12.56

1

3

2
5 5 2 2 5./= = 4

3 3 0 74 . 5/= =

1 3
1

4

5

6

7

1cm1cm

1cm

5cm
6cm

あ
い

う 3cm

8

9

10

11

12

13

14

15
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